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公式版のシラバスを表示

0ANA055 高原原生生物学実習

1.0 単位, 1・2 年次, 春BC 集中
中山 剛, 石田 健一郎, 出川 洋介

授業概要

原生生物とは動物、菌類、陸上植物以外の真核生物の総称であり、系統的にも生態的にも極めて多様

な生物群である。その系統的多様性から予想されるように、その生物学的特徴は極めて多様であると

同時に、原生生物はいまだ未知の現象、応用性に満ちた生物群である。本実習では、野外サンプリン

グ、顕微鏡観察により、原生生物の実物に触れ、その多様性の理解を深める。

備考

7/1-7/3,7/4
対面

授業形態

実習・実験・実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

さまざまな原生生物を採集・観察することによって、原生生物の多様性と身近な多細胞生物との進化

的・生態的関わりを知るとともに、真の生物多様性を理解し、さまざまな生物学分野での研究・考察

を深めることに活用する。

生物学学位プログラム コンピテンス:
生物学の知識

生物学の研究力

授業の到達目標（学修成果）

湿原等のフィールドより、サンプルを採集し、顕微鏡によりさまざまな原生生物を観察し、分類同定

を試み、それらの多様性を解明する能力を養う。また、個々の材料に関してさまざまな視点から学

び、フィールドに産する原生生物の生物相を明らかにすることを目指す。

キーワード

授業計画

第1回 原生生物全般に関する講義(中山)    
第2回 原生生物の採集と観察の技法に関する講義(中山)    
第3回 中間湿原(長野県下)でのサンプリング技法(中山・石田・出川)    
第4回 中間湿原サンプルの顕微鏡観察技法(中山・石田・出川)    
第5回 中間湿原の原生生物の分類同定法(中山・石田・出川)    
第6回 低層湿原(菅平湿原等)でのサンプリング技法(中山・石田・出川)    
第7回 低層湿原サンプルの顕微鏡観察技法(中山・石田・出川)    
第8回 低層湿原の原生生物の分類同定法(中山・石田・出川)    
第9回 スケッチ記録のまとめ(中山・石田・出川)    
第10回 写真記録データのまとめ作業(中山・石田・出川)    

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANA055/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANA055/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANA055/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



履修条件

成績評価方法

実習への取り組みの状況、各人が実習で実施するスケッチ、写真等の記録、記録された原生生物種の

リストに基づき総合的に評価する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

実習時に、オリジナルテキストを配布する。

オフィスアワー等（連絡先含む）

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE334   分子生態学実習

1.0 単位, 1・2 年次, 春C 集中
津田 吉晃

授業概要

日本の森林植物の保全のための分子生態学的調査法を現地で学ぶ。研究材料採取の方法、DNA抽
出、遺伝子型解析法及びデーター解析方法について,その知識と技術を習得する。これらのデータを
森林の保全にどのように活用するかについても理解を深める。

備考

7/14-7/18

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

山岳科学学位プログラムのコンピテンツ「知識と技術力」、「問題解決能力」、「連携及び自己表現能

力」、「リーダーシップ能力」と関連している。

授業の到達目標（学修成果）

日本の森林植物の保全のための分子生態学的調査法を現地で学ぶ。研究材料採取の方法、DNA抽
出、遺伝子型解析法及びデーター解析方法について,その知識と技術を習得する。これらのデータを
森林の保全にどのように活用するかについても理解を深める。野外での分子生態学での材料採取方

法、DNA抽出及び解析実験、得られたデータの解析手法などを理解し習得する。

キーワード

森林生態系, 分子生態学, 遺伝子流動, 遺伝的分化, 遺伝的多様性, 遺伝構造, 分岐年代

授業計画

八ヶ岳演習林及び菅平高原実験所で5日間の分子生態学に関する実習、実験、実技を行う。

(1) 八ヶ岳演習林で遺伝子流動解析用の研究材料採取方法を習得する。
(2) 菅平高原実験所で採取した材料のDNA抽出及びPCR実験を行う。
(3) データの解析手法について習得する。遺伝子流動解析手法
(4) データの解析手法について習得する。遺伝的解析手法
(5) データの解析手法について習得する。遺伝構造解析手法
(6) データの解析手法について習得する。分岐年代解析手法

履修条件

成績評価方法

実習及び実技でで得られて結果をレポートにして提出する。これを評価の対象とする。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE334/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE334/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE334/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

関連した文献や書籍の事前学習

教材・参考文献・配付資料等

1. 津村義彦・陶山佳久(2012)(編集、共著) 森の分子生態学2. pp.414、文一総合出版

オフィスアワー等（連絡先含む）

事前に連絡を取ること。

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



日本語  公式版のシラバスを表示

EB16172 陸棲動物分類学演習

1.0 単位, 2・3 年次, 春C 応談
八畑 謙介, 佐藤 幸恵, 藤田 麻里

授業概要

動物界の約3/4の種類数を占める膨大な種多様性を有する昆虫類を主な対象として、分類、系統、進
化に関する基礎的知識を身につけるとともに、採集、標本作成、解剖、観察の基礎的な方法を学び、

技術を修得する。

備考

事前の履修調整で許可を受けていること。

履修登録は事務で行う。

対面

EB16173と同時履修が必要。

授業形態

演習

授業目的

本科目は「動物分類学野外実習」の効果的な学習に必要な知識と技術の習得を目的とします。昆虫類

はわれわれに最も身近であり、動物既知種の3/4を含む、この地球上で最も繁栄している動物群の一
つです。この昆虫類を対象とした演習により、昆虫を中心とした節足動物の分類学と系統進化学の実

際と、採集、標本作成、解剖、観察の方法について、基礎的な知識と技術を修得します。合わせて、

これらの経験を通して系統分類学の実際を学びます。

授業内容

以下には標準的な内容と順序を示しますす。この科目は「動物分類学野外実習」と一体として実施さ

れるもので、実習期間中の天候によって内容や順序が変更される可能性があります。

第1回 昆虫の多様性と分類学の実際1    
第2回 昆虫の多様性と分類学の実際2    
第3回 昆虫の系統進化学の実際1    
第4回 昆虫の系統進化学の実際2    
第5回 昆虫採集法の実際    
第6回 昆虫標本作成法の実際    
第7回 昆虫解剖法の実際    
第8回 成果発表とまとめ1    
第9回 成果発表とまとめ2    
第10回 成果発表とまとめ3    

前提科目・履修上の注意事項

1)EB16173「動物分類学野外実習」との同時履修が必須となります。
2)「系統分類・進化学概論」を事前に履修していること。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16172/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16172/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16172/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



また必須ではないが「動物系統分類学I」「節足動物学特講」を合わせて履修することが望ましい。

単位取得条件・成績評価基準

成績は対応する野外実習の期間中に実施する成果発表の内容で総合的に評価します。受講者は対応す

る野外実習の期間中の指示に注意してください。なお、成果発表会中の議論の中で評価の要点または

講評を示すことでフィードバックを行います。

準備学習・事後学習

演習の進度と受講者の理解度に応じて授業中に指示します。

指定教科書

特定の教科書は指定しません。オリジナルのテキストを配布します。

参考書

オリジナルのテキストを準備するので個々人で参考書を用意する必要はありません。

同時開講の野外実習の期間中は、山岳科学センター菅平高原実験所の所蔵図書などの資料も利用す

ることができます。

オフィスアワー等(連絡先含む)

八畑 謙介 平日午後
2D415 6651 yahata.kensuke.gf@u.tsukuba.ac.jp
佐藤 幸
恵 sato.yukie.gn@u.tsukuba.ac.jp http://www.u.tsukuba.ac.jp/~sato.yukie.gn/
藤田 麻里

備考 (受講生に望むこと)

生成 AI を補助的に使用することは妨げませんが、筑波大学の示すガイドラインに沿って適切な利用
を心がけること。利用にあたっては、生成 AI による提案や回答が必ずしも正しいとは限らないこと
を意識して批判的に評価し、責任をもって内容を精査することを課します。



日本語  公式版のシラバスを表示

EB59063 モデル生物多様性実習

1.0 単位, 2・3 年次, 夏季休業中 集中
佐藤 幸恵, 出川 洋介, 神崎 菜摘

授業概要

現代生物学の多くの研究は、酵母や線虫、ハダニなどの「モデル生物」によって支えられている。本

実習では、野外に出かけてモデル生物種やその近縁種の多様な実体を体感することにより、興味深い

生命現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物との関わりを理解することを目的

とする。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係の教育に携わりたい学生も歓迎

する。

備考

9/1-9/5
事前の履修調整で許可を受けていること。

多様性コース

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB59053修得者の履修は認めない。EB59062と同時履修が必要。

授業形態

実習・実験・実技

授業目的

現代生物学の多くの研究は、酵母や線虫、ハダニなどの「モデル生物」によって支えられている。本

実習では、野外に出かけてモデル生物種やその近縁種の多様な実体を体感することにより、興味深い

生命現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物との関わりを理解することを目的

とする。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係の教育に携わりたい学生も歓迎

する。

授業内容

本実習では異なる分類群を対象にした下記4つのプログラムを体験します。
1 微生物の世界
モデル生物として著名な出芽酵母(Saccharomyces cerevisiae)は天然ではどこにでも生息して
いるのでしょうか。一説によると、その生息地は、モデル生物のショウジョウバエの仲間の消化管で

はないかと推定されています。また、ショウジョウバエ以外にも、多様な節足動物の消化管内には

様々な微生物が生息しているはずです。宿主の消化を助ける相利共生、居候する片利共生、あるいは

宿主を殺す寄生関係にある微生物もおり、これらは、生物間相互作用研究のモデルの宝庫といえま

す。多様な節足動物を採集し、それらの消化管や体表に住む微生物の観察を試みます。

2 ハダニの世界
ダニというと、「痛い」、「かゆい」というイメージがもたれがちですが、ダニは英語でtick(マダニ
類)とmite(その他のダニ類)とよばれており、miteの方は、植食者、捕食者、分解者、寄生者が含

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/0/


まれるなど、様々な生態がみられることから、小さな昆虫のように受けとめられています。本プログ

ラムでは、ササ・タケ群落上でみられるハダニ類を中心としたミクロな世界の生物群集を観察しま

す。

3 線虫の世界
線虫類は、一般的にはカイチュウやギョウチュウなどの寄生虫、ネコブセンチュウやマツノザイセン

チュウなどの農林業害虫といった、人間生活とはネガティブな関わり方をするものが多く知られてい

ます。しかし、実際は大半の線虫は、土壌、枯死木、海水中で微生物食をしています。そして、この

中には、一般生物学でもモデルとして用いられる Caenorhabidits elegans など、非常に重要、
かつ有用な種類も含まれています。本プログラムでは、モデルの比較対象として用いられる近縁種

群、いわゆるサテライトモデル線虫類の採集、培養、観察を行います。

4 研究計画発表
メニュー1~3を経験した上で、各班で魅力的な研究計画を立ててもらいます。その計画内容でもっ
て、みなさんがどれだけ最初の3つのメニューのエッセンスを取り入れ、これらメニューを発展させ
ることができるのかを知ることができればと思います。

第1日 ガイダンス/野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第2日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第3日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第4日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第5日 総括 /(EB59062モデル生物多様性演習)    

前提科目・履修上の注意事項

気象条件や状況によりスケジュールは変更することがある。

単位取得条件・成績評価基準

実習の取り組み状況と提出されたデータとレポートに基づいて評価する。講評は総括の時間に行う。

準備学習・事後学習

準備学習は特になし。事後学習は授業中に適宜指示する。

指定教科書

オリジナルテキストを配布する。

参考書

授業中に適宜指示する。

オフィスアワー等(連絡先含む)

佐藤 幸
恵 sato.yukie.gn@u.tsukuba.ac.jp http://www.u.tsukuba.ac.jp/~sato.yukie.gn/
出川 洋介 degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
神崎 菜摘

備考 (受講生に望むこと)



日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE328   節足動物学野外実習

1.0 単位, 1・2 年次, 春C 集中
八畑 謙介, 佐藤 幸恵

授業概要

節足動物はわれわれに最も身近であり、動物既知種の80%を含む、この地球上で最も繁栄している
動物群である。本実習は、この節足動物(主に昆虫類)を対象とし、講義ならびに実際の野外観察・
採集・標本作成を行うことにより、この動物群の分類・系統・形態などの基礎的知識を得、方法を修

得することを目的とする。あわせて系統分類学の実際を学ぶ

備考

7/28-8/2
連携学生の受講可

含野外調査

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス:
知の活用力

生物学学位プログラム コンピテンス:
生物学の知識

生物学の研究力

授業の到達目標（学修成果）

動物界の約80%の種類数を占める節足動物を対象として、野外観察・採集・標本作製の技術や方法
を理解し、分類学・形態学の実際を習得することを目指します。

キーワード

授業計画

以下に一般的な日程における実習の内容を示します。野外での活動の多い科目なので、天候の状況な

どによって予定を変更する場合があります。

第1日 ガイダンスおよび講義:節足動物の概説
第2日 講義と実践:節足動物の採集法・標本作成法の概説。土壌節足動物の観察法と識別法。
第3日 講義と実践:野外における節足動物の採集。 採集された節足動物の観察、同定と標本作成(研
究室にて)
第4日 講義と実践:講義と実践:野外における節足動物の採集。 採集された節足動物の観察、同定と
標本作成(研究室にて)

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE328/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE328/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE328/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



第5日 実践:採集された節足動物の観察、同定と標本作成(研究室にて)
第6日 個人研究発表・まとめ

履修条件

履修可能な人数には制限があります。希望する学生数が多い場合には、履修を断ることがあります。

事前にガイダンスを開くので必ず出席してください（ガイダンスは実習の一部ですから出席は必須で

す）。

成績評価方法

成績は実習中の実技に関する理解度と習熟度および課題提出物（観察スケッチとレポート）に基づ

いて総合的に評価します。課題の内容や提出期限などは実習期間中に指示します。なお、実習中にお

ける個々の受講者との会話や議論の中で、実技技術と課題に対する評価の要点や講評を示します。ま

た、実習期間後に提出を課す課題については、提出期限の後に manaba 上で評価の要点または講評
を示すことでフィードバックを行います。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

実習の進度と受講者の理解度に応じて授業中に指示します。

教材・参考文献・配付資料等

特定の教科書は指定しません。オリジナルのテキストを配布します。

オフィスアワー等（連絡先含む）

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

生成 AI を補助的に使用することは妨げませんが、筑波大学の示すガイドラインに沿って適切な利用
を心がけること。利用にあたっては、生成 AI による提案や回答が必ずしも正しいとは限らないこと
を意識して批判的に評価し、責任をもって内容を精査することを課します。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



日本語  公式版のシラバスを表示

EC32233   土壌調査法実習

1.0 単位, 3 年次, 春C 集中
浅野 眞希

授業概要

調査対象地域に分布する森林土壌の生成環境(土壌生成因子)についての理解を深め、土壌断面の観察
とその記載に基づく土壌調査法を実習する。この実習を通して、森林生態系における土壌の役割につ

いて考える。

備考

詳細はシラバス参照のこと。事前に実習ガイダンスを行うので受講希望者は必ず出席すること。

EC32223を修得した者は履修できない。8/7-8/9開講予定（開講日が変更される場合がある。実習
ガイダンスにて開講日を連絡する）。筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所にて開講。

8/6-8/8
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

土壌調査に関わるリテラシー、フィールドでの土壌調査実践能の取得、生物資源科学で必要な生物資

源生産現場での実践力、思考力、行動力およびコミュニケーション能力の修得。

専門コンピテンス１　生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識、専門コンピテンス２　生物資源
学(農学)に関する専門の基礎となる教養、専門コンピテンス３　生物資源学(農学)に関するICTの活
用力、専門コンピテンス４　生物資源学(農学)に関する問題意識の醸成力

授業の到達目標(学修成果)

土壌の野外における調査方法を体得するとともに、自然環境を把握する基本的な態度・見方が体得で

きる。

土壌調査法に基礎となる土壌生成環境及び土壌分類体系の実際について理解し、多種多様な土壌をフ

ィールドにおいて包括的、系統的に認識できる能力を養う子とを目的とする。

専門コンピテンス１　生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識
　　・土壌調査法についての専門的知識の習得

専門コンピテンス２　生物資源学(農学)に関する専門の基礎となる教養
　　・ペドロジー（基礎土壌学・土壌生成分類学）のリテラシーを修得する。

専門コンピテンス３　生物資源学(農学)に関するICTの活用力
　　・PCやASを駆使してプレゼンテーション能力を養う。
専門コンピテンス４　生物資源学(農学)に関する問題意識の醸成力
　　・土壌破壊等の土壌に関わる諸問題について深く考え、具体的な対策についても学習する。

キーワード

土壌調査、土壌断面形態、土壌生成因子

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC32233/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC32233/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC32233/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



授業計画

筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所において、2泊3日の日程で宿泊実習を行う。
実習では５～６名ずつの班に分かれ、菅平高原実験所内において土壌断面調査を行う。地形、母材の

堆積様式、断面形態などから我が国の土壌分類体系に基づいて分類を行う。

第１回　第１日目

　　　　筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所に集合（昼食をすませておくこと）。センター内

の黒ボク土基準断面の調査。

　　　　夕食後、実習内容の説明と土壌調査法に関する講義。

第２回　第２日目

　　　　各グループに分かれて、センター内の土壌調査。夕食後、調査結果の検討会。

第３回　第３日目

　　　　各グループの調査結果発表。

履修条件

履修希望者は、事前の準備が必要なため、4月に行うガイダンスに必ず参加すること。
ガイダンスの日程はメーリングリストおよび掲示にて告知する。

成績評価方法

A+～Dの評価は、実習で調査した土壌断面の観察レポート（土壌断面記載票）（100%）で評価を行
う。

土壌断面記載に関する講評は第3日目の各グループによる調査結果発表の際に実施する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

下記の参考書を参考にして、土壌生成、土壌分類について調べておくこと。

教材・参考文献・配付資料等

1．土壌調査ハンドブック（改訂版）(博友社)
2．土壌生成分類学（増補改訂版）(養賢堂)

オフィスアワー等(連絡先含む)

随時（事前にメールにて応相談）

浅野 眞希 　

その他

2025年開講日は8月6日（水）～8日（金）
天候により日程変更が生じる場合、manaba、個別メールにて連絡を行う。
【重要】この開設実習科目にかかる交通費・宿泊費などの諸費用は、原則として自己負担となる。

履修希望者は、事前の準備が必要なため、4月に行うガイダンスに必ず参加すること。
教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成AI
による提案や回答が必ずしも性格とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を持って

内容を精査してください。

他の授業科目との関連



ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE330   山岳科学土壌調査法実習

1.0 単位, 1・2 年次, 春C 集中
浅野 眞希, 出川 洋介, 津田 吉晃

授業概要

調査対象地域に分布する森林土壌の生成環境(土壌生成因子)についての理解を深め, 土壌断面の観察
とその記載に基づく土壌調査法を学習する。この実習を通して,基礎的土壌生成作用について深く理
解し、土壌の生態系における役割についても理解を深める。

備考

事前の準備が必要なため、履修希望者は、manabaのニュースをみて下さい。

8/6-8/8
連携学生の受講可

含野外調査

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

山岳科学学位プログラム：

土壌の生成・分類、土壌調査に係わる高度な実践力を、フィールドワークにおいて深く習得できる。

専門コンピテンス1 山岳科学に関する体系的な専門知識、専門コンピテンス2 山岳科学に関する専
門の基礎となる教養、専門コンピテンス3山岳科学に関する ICTの活用力、専門コンピテンス4 山岳
科学に関する問題意識の醸成力

授業の到達目標（学修成果）

土壌の野外における調査方法を体得するとともに、自然環境を把握する基本的な態度・見方が体得で

きる。

土壌調査法の基礎となる土壌生成環境及び土壌分類体系の実際について深く理解し、多種多様な土壌

をフィールドにおいて包括的、系統的に認識できる能力を養うことを目的とする。

専門コンピテンス1 山岳科学に関する体系的な専門知識
・土壌調査法についての専門的知識の習得

専門コンピテンス2 山岳科学に関する専門の基礎となる教養
・ペドロジー(基礎土壌学・土壌生成分類学)のリテラシーを習得する。
専門コンピテンス3 山岳科学に関する ICTの活用力
・PCやASを駆使してプレゼンテーション能力を養う。
専門コンピテンス4 問題意識の醸成力
・土壌破壊等の土壌に係わる諸問題について深く考え、具体的な対策についても学習する。

キーワード

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE330/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE330/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE330/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



土壌調査, 土壌生成因子, 土壌断面形態

授業計画

2024年度は、2泊3日の日程で宿泊実習を行う。筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所におい
て、黒ボク土の土壌断面調査を行う。地形、母材の堆積様式、断面形態などから我が国の土壌分類体

系に基づいて分類を行う。

第１回　第１日目

　　　　筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所に集合（昼食をすませておくこと）。センター内

の黒ボク土基準断面の調査。

　　　　夕食後、実習内容の説明と土壌調査法に関する講義。

第２回　第２日目

　　　　各グループに分かれて、センター内の土壌調査。夕食後、調査結果の検討会。

第３回　第３日目

　　　　各グループの調査結果発表。

第1日目:筑波大学菅平高原実験センターに13時30分に集合(昼食はすませておくこと)、センター内
のススキ草原下の土壌断面調査。

     夕食後、実習内容の説明と土壌調査法に関する講義。
第2日目:各グループに分かれて、センタ-内の土壌調査。夕食後、調査結果の検討。
第3日目:各グループの土壌調査結果報告会。12時に解散。

履修条件

事前の準備が必要なため、履修希望者は、掲示をみてください。

成績評価方法

土壌断面調査票とレポートにより評価する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

下記の参考書を参考に、土壌生成および土壌分類について自習しておくこと。また、日本土壌分類体

系(2017)について調べておくこと。

教材・参考文献・配付資料等

テキスト:日本ペドロジー学会編「土壌調査ハンドブック(改訂版)(博友社)

参 考 書:永塚鎭男著「土壌生成分類学(増補改訂版」(養賢堂)

オフィスアワー等（連絡先含む）

随時。ただし、事前にメールで確認を取ること。

浅野 眞希 　

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

この実習にかかる交通費・宿泊費などの諸費用は、原則として自己負担となる。

事前の準備が必要なため、履修希望者は、掲示、あるいはmanabaをみて下さい。

他の授業科目との関連

taki.mako.gm
ハイライト表示



ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



日本語  公式版のシラバスを表示

EB51363 高原生態学実習

1.0 単位, 2・3 年次, 夏季休業中 集中
大橋 一晴, 横井 智之

授業概要

氷期の日本列島には広大な草原が広がっていました。そこで生息していた動植物は、氷期が終 了した後
は、自然撹乱や人間活動によって維持される「半自然草原」を主な逃避地として生き のびてきました。
日本人に古くからなじみ深い秋の七草もそうです。現在、有史以来の草原減少 が急速に進んでいます。
しかしながら、スキー場や牧場において草刈りや火入れがおこなわれて いる菅平高原には、豊かな草原
と貴重な野生動植物が、未だに多く残っています。この草原での 調査や作業によって、太古から繰り広
げられてきた訪花昆虫と植物の結びつきや、人間と草原と の結びつきについて探究するのが、本実習の
主なねらいです。

備考

8/25-8/29
事前の履修調整で許可を受けていること。

多様性コース

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB51353修得者の履修は認めない。

授業形態

実習・実験・実技

授業目的

菅平高原の草原における訪花昆虫相と植物相の調査をつうじ、以下の3項目を達成する:(1)開花 植物種
ごとの訪花昆虫採集・標本作製法・大まかな昆虫分類について学ぶ、(2)人間による草原の利用・管理が
植物の多様性に与える影響の調査と山野草の保全活動をつうじ、高原の保全生態学について学ぶ、(3)
データをもとに、花と昆虫の深い関わりや、人間活動と生物多様性の関わりについて理解を深める。

授業内容

4日間の実習中に、以下の2つの作業を数人の班に分かれておこなう。
・訪花昆虫相の調査および昆虫の標本作製と分類

・自由研究

また、これらの活動の合間に草原を守るための草刈りに参加し、山野草の保全活動を体験する。

第1
日

集合,昼食&ガイダンス,全体説明,自己紹介,班分け,訪花昆虫調査(ダボスの 丘),昆虫標本整理    

第2
日

午前 植物刈り取り調査・訪花昆虫調査(センター内草原),昼食,午後 植物計量,植 物同定・仕
分け~乾燥,昆虫標本整理

   

第3
日

午前 草刈り活動(峰の原),午後 訪花昆虫調査(つばくろ山),植物計量,植物同 定・仕分け~乾
燥,昆虫標本整理

   

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB51363/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB51363/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB51363/jpn/0/


第4
日

実験所草原等で自由研究,発表,データ提出,昆虫標本整理    

第5
日

掃除、解散(昼前)    

レポートは班ごとに1つ提出し、4日目におこなわれる発表会の配布資料として使う。実習終了後の課題
提出などはない。

前提科目・履修上の注意事項

ガイダンスは7月以降にmanabaおよびTeamsを通じておこなうので、履修者は通知に気づかないこと
がないよう注意。

菅平高原実験実験所集合・解散。

参加費用: 期間中の宿泊費・飲食費として約10000円。 やむをえず欠席の場合は5日前までに連絡する
こと。 それ以降は食事代(上記費用の半額以上)のみ全額負担。

単位取得条件・成績評価基準

実習への参加は必須。標本作成作業の完遂度(10%)、研究計画の立案と集めたデータの解析(20%)、
発表内容(40%)、発表内容に関する討論(30%)から計画力、分析・考察力、コミュニケーション力を
総合的に検討し、成績評価を行う。評点は、筑波大学が定める到達目標に対する達成度に基づいて行

う。実習中の質疑に適宜回答するとともに、発表会の際には講評を行う。

準備学習・事後学習

指定教科書

参考書

草地と日本人―日本列島草原1万年の旅. 須賀 丈・丑丸 敦史・岡本 透. 築地書房.
菅平など全国の草原がどのような自然と人間の営みによって成立したのかが分かる良書。

オフィスアワー等(連絡先含む)

大橋 一晴 不定期なので事前にアポを取るこ
と kohashi@biol.tsukuba.ac.jp, https://www.ohashilab.com
横井 智之 訪問歓迎します。まずはメールにて連絡ください。
Science Building B, Room302 029-853-
8848 yokoi.tomoyuki.gp@u.tsukuba.ac.jp https://sites.google.com/site/tomoyokolab/home

備考 (受講生に望むこと)

自由研究等において生成AIを活用する場合は「教育における活用のガイドライン」を参照し、適切に行
うこと。生成AIの提案や解答は必ずしも正確とは限らないため、得られた情報を講義で学んだ内容や書
籍等と照らし合わせ、批判的に評価することが重要である。その上で、内容を責任を持って精査し、自

身の理解を深めるための一助とすること。

taki.mako.gm
ハイライト表示



日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE333   山岳高原生態学実習

1.0 単位, 1・2 年次, 夏季休業中 集中
大橋 一晴, 横井 智之

授業概要

氷期の日本列島には広大な草原が広がっていました。そこで生息していた動植物は、氷期が終了した

後は、自然撹乱や人間活動によって維持される「半自然草原」を主な逃避地として生きのびてきまし

た。日本人に古くからなじみ深い秋の七草もそうです。現在、有史以来の草原減少が急速に進んでい

ます。しかしながら、スキー場や牧場において草刈りや火入れがおこなわれている菅平高原には、豊

かな草原と貴重な野生動植物が、未だに多く残っています。この草原での調査や作業によって、太古

から繰り広げられてきた訪花昆虫と植物の結びつきや、人間と草原との結びつきについて探究するの

が、本実習の主なねらいです。

備考

人数制限がある場合があります.
8/25-8/29
含野外調査

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス:
知の活用力

生物学学位プログラム コンピテンス:
生物学の知識

生物学の研究力

授業の到達目標（学修成果）

山岳における動植物群集の構成を理解するとともに、人間活動が山岳の動植物の多様性に与える影響

について、保全活動の技術を修得しながら学ぶ。また、チームで連携してデータを集め、解析するこ

とによって疑問に答えを出す能力を身につけるとともに、自己の考えをまとめ他者に伝える表現能力

を鍛える。

キーワード

山岳科学

授業計画

菅平高原の草原における訪花昆虫相と植物相の調査をつうじ、山岳科学の生物関連分野に関する先

端的な知識を学ぶ。また、自分で立てた計画にしたがい集めたデータの発表会をつうじ、プレゼン

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE333/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE333/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE333/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



テーション能力・質問力・洞察力の向上を図る。これらと平行して、保全生態学に関する体験的な教

育を行う。

履修条件

成績評価方法

実習への参加は必須。標本作成作業の完遂度（10%）、研究計画の立案と集めたデータの解析
(20%)、発表内容(40%)、発表内容に関する討論(30%)から計画力、分析・考察力、コミュニケ
ーション力を総合的に検討し、成績評価を行う。評点は、筑波大学が定める到達目標に対する達成度

に基づいて行う。実習中の質疑に適宜回答するとともに、発表会の際には講評を行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

草地と日本人―日本列島草原1万年の旅. 須賀 丈・丑丸 敦史・岡本 透. 築地書房. 菅平など全国の
草原がどのような自然と人間の営みによって成立したのかが分かる良書。

オフィスアワー等（連絡先含む）

大橋 一晴 　不定期なので事前にアポを取ること　
https://www.ohashilab.com

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

自由研究等において生成AIを活用する場合は「教育における活用のガイドライン」を参照し、適切
に行うこと。生成AIの提案や解答は必ずしも正確とは限らないため、得られた情報を講義で学んだ
内容や書籍等と照らし合わせ、批判的に評価することが重要である。その上で、内容を責任を持って

精査し、自身の理解を深めるための一助とすること。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）

https://www.ohashilab.com/


日本語  公式版のシラバスを表示

EB59062 モデル生物多様性演習

1.0 単位, 2・3 年次, 夏季休業中 応談
佐藤 幸恵, 出川 洋介

授業概要

現代生物学の多くの研究は、酵母や線虫、ハダニなどの「モデル生物」によって支えられている。本

演習では、モデル生物に関する講義で習得した知識、モデル生物多様性実習で体験したモデル生物

種やその近縁種の多様な実体、グループ討論をもとに、研究計画を立てることにより、興味深い生命

現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物との関わりを理解することを目的とす

る。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係の教育に携わりたい学生も歓迎す

る。

備考

事前の履修調整で許可を受けていること。

多様性コース

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB59063と同時履修が必要。

授業形態

演習

授業目的

現代生物学の多くの研究は、ショウジョウバエやシロイヌナズナ、酵母などの「モデル生物」によっ

て支えられている。本演習では、モデル生物に関する講義で習得した知識、モデル生物多様性実習

(EB59063)で体験したモデル生物種やその近縁種の多様な実体、グループ討論をもとに、研究計画
を立てることにより、興味深い生命現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物と

の関わりを理解することを目的とする。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係

の教育に携わりたい学生も歓迎する。

授業内容

モデル生物に関する講義で習得した知識、モデル生物多様性実習で体験したモデル生物種やその近

縁種の多様な実体、グループ討論をもとに、研究計画を立て、発表を行い、議論する。

第1日 講義/(EB59063モデル生物多様性実習)    
第2日 講義/(EB59063モデル生物多様性実習)    
第3日 講義/(EB59063モデル生物多様性実習)    
第4日 講義/研究計画発表会準備/(EB59063モデル生物多様性実習)    
第5日 研究計画発表会準備/研究計画発表会/総括 /(EB59063モデル生物多様性実習)    

前提科目・履修上の注意事項

気象条件や状況によりスケジュールは変更することがある。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59062/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59062/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59062/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



単位取得条件・成績評価基準

実習の取り組み状況と提出されたデータとレポートに基づいて評価する。講評は総括の時間に行う。

準備学習・事後学習

準備学習は特になし。事後学習は授業中に適宜指示する。

指定教科書

オリジナルテキストを配布する。

参考書

授業中に適宜指示する。

オフィスアワー等(連絡先含む)

佐藤 幸
恵 sato.yukie.gn@u.tsukuba.ac.jp http://www.u.tsukuba.ac.jp/~sato.yukie.gn/
出川 洋介 degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/

備考 (受講生に望むこと)



日本語  公式版のシラバスを表示

EB59063 モデル生物多様性実習

1.0 単位, 2・3 年次, 夏季休業中 集中
佐藤 幸恵, 出川 洋介, 神崎 菜摘

授業概要

現代生物学の多くの研究は、酵母や線虫、ハダニなどの「モデル生物」によって支えられている。本

実習では、野外に出かけてモデル生物種やその近縁種の多様な実体を体感することにより、興味深い

生命現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物との関わりを理解することを目的

とする。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係の教育に携わりたい学生も歓迎

する。

備考

9/1-9/5
事前の履修調整で許可を受けていること。

多様性コース

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB59053修得者の履修は認めない。EB59062と同時履修が必要。

授業形態

実習・実験・実技

授業目的

現代生物学の多くの研究は、酵母や線虫、ハダニなどの「モデル生物」によって支えられている。本

実習では、野外に出かけてモデル生物種やその近縁種の多様な実体を体感することにより、興味深い

生命現象を進化させてきた自然の生態系と、そこでの多様な生き物との関わりを理解することを目的

とする。モデル生物に興味のある学生だけでなく、将来、生物学関係の教育に携わりたい学生も歓迎

する。

授業内容

本実習では異なる分類群を対象にした下記4つのプログラムを体験します。
1 微生物の世界
モデル生物として著名な出芽酵母(Saccharomyces cerevisiae)は天然ではどこにでも生息して
いるのでしょうか。一説によると、その生息地は、モデル生物のショウジョウバエの仲間の消化管で

はないかと推定されています。また、ショウジョウバエ以外にも、多様な節足動物の消化管内には

様々な微生物が生息しているはずです。宿主の消化を助ける相利共生、居候する片利共生、あるいは

宿主を殺す寄生関係にある微生物もおり、これらは、生物間相互作用研究のモデルの宝庫といえま

す。多様な節足動物を採集し、それらの消化管や体表に住む微生物の観察を試みます。

2 ハダニの世界
ダニというと、「痛い」、「かゆい」というイメージがもたれがちですが、ダニは英語でtick(マダニ
類)とmite(その他のダニ類)とよばれており、miteの方は、植食者、捕食者、分解者、寄生者が含

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB59063/jpn/0/


まれるなど、様々な生態がみられることから、小さな昆虫のように受けとめられています。本プログ

ラムでは、ササ・タケ群落上でみられるハダニ類を中心としたミクロな世界の生物群集を観察しま

す。

3 線虫の世界
線虫類は、一般的にはカイチュウやギョウチュウなどの寄生虫、ネコブセンチュウやマツノザイセン

チュウなどの農林業害虫といった、人間生活とはネガティブな関わり方をするものが多く知られてい

ます。しかし、実際は大半の線虫は、土壌、枯死木、海水中で微生物食をしています。そして、この

中には、一般生物学でもモデルとして用いられる Caenorhabidits elegans など、非常に重要、
かつ有用な種類も含まれています。本プログラムでは、モデルの比較対象として用いられる近縁種

群、いわゆるサテライトモデル線虫類の採集、培養、観察を行います。

4 研究計画発表
メニュー1~3を経験した上で、各班で魅力的な研究計画を立ててもらいます。その計画内容でもっ
て、みなさんがどれだけ最初の3つのメニューのエッセンスを取り入れ、これらメニューを発展させ
ることができるのかを知ることができればと思います。

第1日 ガイダンス/野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第2日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第3日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第4日 野外活動/観察 /(EB59062モデル生物多様性演習)    
第5日 総括 /(EB59062モデル生物多様性演習)    

前提科目・履修上の注意事項

気象条件や状況によりスケジュールは変更することがある。

単位取得条件・成績評価基準

実習の取り組み状況と提出されたデータとレポートに基づいて評価する。講評は総括の時間に行う。

準備学習・事後学習

準備学習は特になし。事後学習は授業中に適宜指示する。

指定教科書

オリジナルテキストを配布する。

参考書

授業中に適宜指示する。

オフィスアワー等(連絡先含む)

佐藤 幸
恵 sato.yukie.gn@u.tsukuba.ac.jp http://www.u.tsukuba.ac.jp/~sato.yukie.gn/
出川 洋介 degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
神崎 菜摘

備考 (受講生に望むこと)



日本語  公式版のシラバスを表示

EB16272 菌類分類学演習

1.0 単位, 3 年次, 夏季休業中 応談
出川 洋介, 中山 剛

授業概要

真菌類および偽菌類の系統分類の基礎を学ぶ。キノコ・地衣・粘菌などの大型菌類については野外採

集、顕微鏡観察による分類同定技術を、カビ、コウボ、水生菌などの微小菌類については野外サンプ

リングと培養の技術についても修得する。

備考

事前の履修調整で許可を受けていること。

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB16273と同時履修が必要。

授業形態

演習

授業目的

真菌類および偽菌類の自然界における膨大な多様性を体系的、網羅的に俯瞰し、その全体像を理解

するための系統分類の基礎を学ぶ。キノコ・地衣・粘菌などの大型菌類については野外採集技法、顕

微鏡観察による分類同定技術、カビ、コウボ、水生菌などの微小菌類については野外サンプリングの

方法や培養技術に関する基礎知識や理念について、レクチャーにより修得する。また、観察した内容

についてグループ討論を実施しプレゼンテーションを作成して発表する。

授業内容

真菌類および偽菌類の多様性と、キノコ・地衣・粘菌などの大型菌類、カビ、コウボ、水生菌などの

微小菌類の検出、分離、培養法に関する基礎知識や理念に関して講義により理解し、観察した内容に

ついてグループ討論をもとに発表を行い、議論する。

第1回 真核生物の中の菌類の位置に関する概説。    
第2回 サンプリング法、分離培養法に関する概説。    
第3回 大型菌類野外採集、担子菌類、粘菌類の多様性観察、分類同定法に関する概説。    
第4回 微小菌類培養検出法。接合菌類、不完全菌類の多様性観察、分類同定に関する概説。    
第5回 鞭毛菌類培養検出法。ツボカビ・卵菌類の多様性観察、分類同定に関する概説。    
第6回 観察された菌類のスケッチ、データの整理と、成果発表、討議。    

前提科目・履修上の注意事項

単位取得条件・成績評価基準

事前提出をしたレポートの内容、および、スケッチ、成果発表等の課題への取り組みにより評価する

(概ねの目安はそれぞれ、20%、40%、40%)。なお、この割合は目安であり、当該年度の授業の

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16272/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16272/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16272/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



状況等により、配分を変える場合もある。受講姿勢についても評価に加味する。

準備学習・事後学習

オンラインにて、ガイダンスを実施する。実習準備に関する説明を行う場合もある。

指定教科書

オリジナルテキストを配布する。

参考書

参考書・参考資料等: センターで閲覧可能1. 三浦宏一郎,1981.目で見る菌類の採集と観察.130p.
講談社サイエンティフィク, 2. J. Webster,(椿 啓介・三浦宏一郎・山本昌木訳),1985.ウェブス
ター菌学概論.649pp.講談社,/ J. Webster & R. Weber, 2007. Introduction to fungi 3rd
edition. 841pp. Cambridge University Press., 3. C. J .Alexopoulos, C. W. Mims &
M. Blackwell, 1996. Introductory Mycology, 4th edition. 869pp. John Wiley &
Sons, New York., 4. 細矢剛編,2008.菌類のふしぎ-形とはたらきの驚異の多様性.国立科学博物
館叢書9.216pp.国立科学博物館.

オフィスアワー等(連絡先含む)

出川 洋介 degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
中山 剛 随時(要事前連絡)
 生物農林学系棟B508 内線6659 algae*@*biol.tsukuba.ac.jp(*は削除)

備考 (受講生に望むこと)



日本語  公式版のシラバスを表示

EB16273 菌類分類学野外実習

1.0 単位, 3 年次, 夏季休業中 集中
出川 洋介, 中山 剛

授業概要

真菌類および偽菌類をフィールドで探索し、その膨大な多様性を体感するとともに、それらを体系的

に理解するための系統分類の基礎を学ぶ。キノコ・地衣・粘菌などの大型菌類については野外採集、

顕微鏡観察による分類同定技術を、カビ、コウボ、水生菌などの微小菌類については野外サンプリン

グと培養技術についても修得する。

備考

9/22-9/26
事前の履修調整で許可を受けていること。

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

英語対応可(要相談)
対面

EB16263修得者の履修は認めない。 EB16272と同時履修が必要。

授業形態

実習・実験・実技

授業目的

本実習では、狭義の菌類および、従来、菌類と考えられてきた粘菌類(アメーボゾア)、卵菌類(スト
ラメノパイル)を対象とし、自然界よりこれらの微生物を採集、あるいはサンプルの培養により検出
し、詳細な顕微鏡観察により分類同定を行う手法を体得し、その多様性の理解を深めることを目的と

する。

授業内容

本実習では、狭義の菌類および、従来、菌類と考えられてきた粘菌類(アメーボゾア)、卵菌類(スト
ラメノパイル)を対象とし、自然界よりこれらの微生物を採集、あるいはサンプルの培養により検出
し、詳細な顕微鏡観察により分類同定を行う手法を体得し、その多様性の理解を深めることを目的と

する。

第1回 第1日 真核生物の中の菌類の位置に関する概説。サンプリング法、培養法実習。    
第2回 第2日 大型菌類野外採集法。担子菌類、粘菌類の多様性観察、分類同定。    
第3回 第3日 微小菌類野外採集法。子嚢菌類、不完全菌類の多様性観察、分類同定。    
第4回 第4日 微小菌類培養検出法。接合菌類、不完全菌類の多様性観察、分類同定。    
第5回 第5日 鞭毛菌類培養検出法。ツボカビ・卵菌類の多様性観察、分類同定。    
第6回 第6日 観察されたスケッチおよびデータの整理と、成果発表。    

前提科目・履修上の注意事項

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16273/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16273/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16273/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



受講人数制限あり。受講者は必ずガイダンスに参加すること。

体調の悪い者や伝染性の病気にかかっている者は参加を自粛する(前日までは担当教官、当日は電話
でセンターに申し出る。実習中の事故等に備えて保険に加入しておくこと(生命環境科学支援室、学
生担当に相談する)。

単位取得条件・成績評価基準

スケッチ、成果発表により評価する(概ねの目安はそれぞれ、40%と60%)。受講態度も加味する。
なお、この割合は目安であり、当該年度の授業の状況等により、配分を変える場合もある。

準備学習・事後学習

指定教科書

オリジナルテキストを配布する。

参考書

参考書・参考資料等: センターで閲覧可能1. 三浦宏一郎,1981.目で見る菌類の採集と観察.130p.
講談社サイエンティフィク, 2. J. Webster,(椿 啓介・三浦宏一郎・山本昌木訳),1985.ウェブス
ター菌学概論.649pp.講談社,/ J. Webster & R. Weber, 2007. Introduction to fungi 3rd
edition. 841pp. Cambridge University Press., 3. C. J .Alexopoulos, C. W. Mims &
M. Blackwell, 1996. Introductory Mycology, 4th edition. 869pp. John Wiley &
Sons, New York., 4. 細矢剛編,2008.菌類のふしぎ-形とはたらきの驚異の多様性.国立科学博物
館叢書9.216pp.国立科学博物館.

オフィスアワー等(連絡先含む)

出川 洋介 degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
中山 剛 随時(要事前連絡)
 生物農林学系棟B508 内線6659 algae*@*biol.tsukuba.ac.jp(*は削除)

備考 (受講生に望むこと)



日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE327   菌類多様性野外実習

1.0 単位, 1・2 年次, 夏季休業中 応談
中山 剛, 出川 洋介

授業概要

狭義の菌類(菌界、真菌類)は動物と単系統群をなすオピストコンタに属す真核微生物の一群で、世界
より10万種が知られ、推定総種数は150万種以上と言われる。具体的には、Macro fungiと称され
るキノコおよびMicro fungiと称されるカビやコウボ等が含まれる。本実習では、菌類および、従
来、菌類と考えられてきたが現在では系統的に異なる生物群であることが判明した粘菌類(アメーボ
ゾア)、卵菌類(ストラメノパイル)も対象とし、自然界よりこれらの微生物を採集、あるいはサンプ
ル培養により検出し、顕微鏡観察によって分類同定を行う手法を体得し、その多様性の理解を深め

る。

備考

人数制限がある場合があります。

9/22-9/26
連携学生の受講可

含野外調査

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス:
知の活用力

コミュニケーション能力

チームワーク力

山岳科学学位プログラム コンピテンス:
山岳科学の知識と技術力

山岳科学の問題解決能力

山岳科学の連携及び自己表現能力

山岳科学のリーダーシップ能力

授業の到達目標（学修成果）

山岳域のフィールドでフィールドワークを行い、大型菌類(キノコ)、微小菌類(カビ、コウボ)につい
て、講義・実習により、野外採集、サンプリングの方法、実験室内での培養、分離技術を習熟し、顕

微鏡観察による分類同定をして菌類の膨大な多様性を深く理解すること。

キーワード

授業計画

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE327/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE327/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE327/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



一日目:菌界に関する講義。培養準備。
二日目:担子菌類・子嚢菌類の多様性。
三日目:不完全菌類・接合菌類の多様性。
四日目:ツボカビ類・卵菌類・粘菌類の多様性。
五日目:成果発表。

2025年度は9月22日月曜日から9月26日金曜日までの予定です。

履修条件

受講者は必ずガイダンスに参加すること。

体調の悪い者や伝染性の病気にかかっている者は参加を自粛する(前日までは担当教官、当日は電話
でセンターに申し出る。実習中の事故等に備えて保険に加入しておくこと(生命環境科学支援室、学
生担当に相談する)。

成績評価方法

スケッチ、成果発表により評価する（概ねの目安はそれぞれ、40％と60％）。受講態度も加味す
る。なお、この割合は目安であり、当該年度の授業の状況等により、配分を変える場合もある。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

オリジナルテキストを配布する。

オフィスアワー等（連絡先含む）

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



日本語  公式版のシラバスを表示

EB16093 陸域生物学実習

1.0 単位, 2・3 年次, 春季休業中 集中
八畑 謙介, 佐藤 幸恵, 藤田 麻里, 竹中 將起

授業概要

アニマルトラッキング、バードウォッチングや越冬節足動物の観察などを通して、典型的な中部山岳

地帯の積雪期における動物を中心とした生物の生き様に触れ、生物に対する実物に即した認識を深

める。 The aim of this course, through animal tracking, bird watching, collecting
insects, is to provide genuine experience of the qualit ies of nature and wild
animals in snowy areas.

備考

英語で授業。

2/23-2/27
事前の履修調整で許可を受けていること。

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

対面

EB16053, EB16063,EG29103修得者の履修は認めない。日本語対応可

授業形態

実習・実験・実技

授業目的

菅平高原実験所をフィールドとして野外活動を行ない、アニマルトラッキング(カモシカ、タヌキ、
キツネ、テン、イタチ、ハクビシン、ノウサギ、リス、ネズミ、飼い犬、飼い猫、鳥類などの足跡の

追跡、糞などの生活痕や巣穴の観察)、バードウォッチング(マシコ類・アトリ類などの冬鳥、カラ
類・カラス類・キツツキ類・キジ類などの留鳥、ホシガラスなどの漂鳥、コクマルガラスなどの迷鳥

の観察)、雪上昆虫(雪渓に現れる無翅のカワゲラやガガンボ、トビムシなど)や越冬節足動物(ワラ
巻に隠れたり土壌中に越冬している節足動物)の観察などを通して、典型的な中部山岳地帯の積雪期
における動物を中心とした生物の生き様に学び、生物に対する実物に即した認識を深めます。

授業内容

以下に標準的な日程における実習の内容を示します。

ただし、野外での活動が多いので、天候によっては内容や順序が変更される場合があります。

第1日 冬の生物の講義/用具と機器の説明と準備    
第2日 越冬節足動物の採集と観察    
第3日 アニマルトラッキングとバードウォッチング    
第4日 グループ研究    
第5日 研究発表とまとめ    

前提科目・履修上の注意事項

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16093/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16093/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB16093/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



事前にガイダンスを実施するので必ず出席すること(ガイダンスも実習の一部ですから出席は必須で
す)。

単位取得条件・成績評価基準

成績は実習中の実技(野外および室内での生物の調査と観察の方法と技術など)に関する理解度と習
熟度および期間中に実施する成果発表の内容で総合的に評価します。なお、実習中における個々の受

講者との会話や議論の中で、実技技術と課題に対する評価の要点や講評を示します。また、成果発表

会中の議論の中で評価の要点または講評を示すことでフィードバックを行います。

準備学習・事後学習

実習の進度と受講者の理解度に応じて授業中に指示します。

指定教科書

特定の教科書は指定しません。オリジナルのテキストを配布します。

参考書

オリジナルのテキストを配布するので個々人で参考書を用意する必要ありません。

ですから購入は個々人の自由ですが、例えば次のような図書類は参考になります。

実習期間中は山岳科学センター菅平高原実験所に所蔵の図鑑類などのより専門性の高い図書資料を利

用することができます。

1. 高野 伸二,フィールドガイド「日本の野鳥」増補改訂新版(日本野鳥の会) ISBN-13:
9784931150621
2. Tadao Shimba,Birds of Japan and North-East Asia ISBN-13: 9781472947246
3. 安間 繁樹,アニマル・ウォッチング―日本の野生動物 ISBN-10: 4794959028
4. 小宮 輝之,哺乳類の足型・足跡ハンドブック ISBN-13: 9784829981153

オフィスアワー等(連絡先含む)

八畑 謙介 平日午後
2D415 6651 yahata.kensuke.gf@u.tsukuba.ac.jp
佐藤 幸
恵 sato.yukie.gn@u.tsukuba.ac.jp http://www.u.tsukuba.ac.jp/~sato.yukie.gn/
藤田 麻里
竹中 將起 takenaka.masaki.fp@u.tsukuba.ac.jp

備考 (受講生に望むこと)

とても寒いので防寒対策は怠りなく準備すること。授業内容は気象条件によってかなり左右されま

す。この実習をいかに有意義なものにするかは、みなさんの積極性、向学心、好奇心、そして自然・

生物に対する想いです。楽しみですね。

なお、生成 AI を補助的に使用することは妨げませんが、筑波大学の示すガイドラインに沿って適切
な利用を心がけること。利用にあたっては、生成 AI による提案や回答が必ずしも正しいとは限らな
いことを意識して批判的に評価し、責任をもって内容を精査することを課します。

taki.mako.gm
ハイライト表示



日本語  公式版のシラバスを表示

EC33363   森林水文・砂防学実習

1.0 単位, 3 年次, 春C 集中
山川 陽祐, 奈佐原 顕郎, 内田 太郎, 大澤 光

授業概要

山岳科学センター井川演習林などをフィールドとして、森林流域での水・土砂流出の調査法を習得す

る。実際に計測されたデータを題材として、森林の水環境や、山地での土砂移動プロセスを理解し、

流域環境のあり方や管理の課題について考察する。

備考

説明会を実施して参加の意思を確認するのでTWINS掲示を確認すること。
7/28-8/1
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

専門コンピテンス 1. 生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識
専門コンピテンス 4. 生物資源学(農学)に関するICTの活用力
専門コンピテンス 5. 生物資源(農業)に関する問題意識の醸成力

授業の到達目標(学修成果)

生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識
・森林流域における水・土砂移動の実態を理解する。

・森林や水・土砂移動に関する野外調査手法を習得する。

生物資源学(農学)に関するICTの活用力
・流域管理におけるICTの活用について理解する。

生物資源(農業)に関する問題意識の醸成力
・流域環境のあり方や管理の課題について問題意識をもって考察する。

キーワード

流域管理, 防災計画, 土砂移動, 雨水流出, 森林

授業計画

流域という視点にたって種々の野外調査・実験を行うことにより, 森林における水や土砂の移動を理
解する。また，時に災害に繋がることのある水・土砂移動に対して, どのような手法で流域を保全す
ることが可能か検討する。これらを通して, 人と森林との関わりや流域環境について学ぶ。
7/28(月)-8/1(金)に実施予定。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC33363/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC33363/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC33363/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



1 日目　土砂動態の観測（土石流に関する水路実験）
2 日目　地質・地形の調査
3 日目　水文調査
4 日目　砂防・治⼭施設の⾒学
5 日目　土層調査（雨水浸透・流出の観測）

井川演習林，筑波実験林，およびそれらの周辺にて実施する。悪天候等による大幅な予定変更の場合

がある。変更等についてはmanabaを参照すること。

履修条件

(1) 履修希望者は，5/12(月)までに，TWINSでの履修登録を行うこと。
　※履修を検討中の場合もその旨を上記期日までに担当教員にメール連絡すること。

　　(担当・山川陽祐： yamakawa.yosuke.ga@u.tsukuba.ac.jp)
(2) 事前の説明会に参加すること。その詳細はmanabaで連絡します。説明会の後，最終的な履修
意思の確認を行う。

(3) 宿泊の関係で人数調整を行う場合がある。その場合には「流域保全学」および「砂防学」受講
者を優先し選抜を行う。

(4) 「流域保全学」および「砂防学」の内容と深く関連するため，これらの履修を強く推奨する。

成績評価方法

全日程参加を前提とする。実習にて取得したデータを用いて作成するレポートを基に評価する

（100%）。
レポート課題については，授業期間後にコメントおよび講評をmanabaに掲載することでフィード
バックを行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

配付資料に基づく復習を行い，課題についてレポートを作成する。

教材・参考文献・配付資料等

オフィスアワー等(連絡先含む)

山川 陽祐 　井川演習林　
奈佐原 顕郎 　
http://pen.envr.tsukuba.ac.jp/~nishida/
内田 太郎 　

大澤 光　森林総合研究所 森林防災研究領域
osawahikaru024@ffpri.affrc.go.jp

その他

・授業詳細および連絡事項はmanabaを通じて告知する。
・宿泊の関係で人数調整を行う場合がある。

・事前の説明会にどうしても参加出来ない場合には事前に担当教員（山川）に連絡すること。

・レポート等の作成における生成AIの使用については，「教育における生成AI活用のガイドライン
（学生向け）」を参照し，適切に活用する。生成AIによる提案や回答は必ずしも正確とは限らないた
め，得られた情報は批判的に評価し，自ら責任をもって内容を精査すること。

他の授業科目との関連

http://pen.envr.tsukuba.ac.jp/~nishida/


ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

0ATAG25   生物学特講

1.0 単位, 1・2 年次, 春C 集中
出川 洋介, 横井 智之

授業概要

自然界における生物の相互関係の理解を深めるため、特に植物・昆虫・菌類の関係を中心に講義と

観察・実習を行う。観察・実習では、自然観察に必要な目と技術を養うことを目標とする。具体的に

は、野外での昆虫採集方法、標本の作り方に関する手法を理解させ、野外での昆虫採集の手法を習

得し、標本の作り方、目の同定を実践する。講義では、昆虫を中心に動物の分類や生態を紹介し、

自然の仕組みとそれを研究するための基礎的な事項について学習させる。最後に、菅平における代表

的な自然植生と人為植生との違いを説明し、理解させる。この授業を通して、知識と理解力、企画

力、問題解決能力、表現力、創造力を向上させる。

備考

菅平高原実験所にて実施。

7/8-7/11

授業方法

講義

学位プログラム・コンピテンスとの関係

知の活用力(高度な知識を社会に役立てる能力)、教育課題発見能力(教育の本質的意義を体系的に理
解した上で、グローバルな現代の教育課題を捉える力)、教育内容探究能力(多種多様な教育現場にお
ける教育内容を探究する能力)、教育学的分析能力(教育処分やの学術的アプローチを用いて分析する
基礎的研究能力)、教育課題解決能力(教育処分やの学術的アプローチを用いて分析する基礎的研究能
力)の涵養を目指す。

授業の到達目標（学修成果）

自然界における生物の相互関係の理解を深めるため、とくに昆虫・菌類・植物の関係を中心に講義と

観察・実習を行う。

観察・実習では、自然観察に必要な目と技術を養うことを目標とする。本授業は山岳科学センター菅

平高原実験所で行う。

キーワード

自然, 生態, 生物相互関係, 昆虫, 菌類, 植物, 野外観察・調査, 標本作成・保存

授業計画

自然を見る目を醸成し、自然界の成り立ちを理解する。

第1回 (講義)課題図書「自然観察入門」「ものの見方を育む自然観察入門」について、構成や内
容について作者の意図となぜテキストとして選択したかを理解させる。

第2回 (講義)昆虫を中心に動物の分類や生態を紹介し、自然の仕組みとそれを研究するための基
礎的な事項について学習させる。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG25/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG25/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG25/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



第3回 (講義)野外での昆虫採集方法、標本の作り方に関する手法を理解させる。
第4回 (実習)野外での昆虫採集を行い手法の習得をはかる。
第5回 (実習)標本の作り方、目の同定を実践して手法の習得をはかる。
第6回 (講義)菅平における代表的な自然植生と人為植生との違いを説明し、理解をさせる。
第7回 (実習)菅平における代表的な自然植生と人為植生を観察し、菌類との相互関係を理解させ

る。

第8回 (実習)野外での菌類の観察・採集を行い手法の習得をはかる。
第9回 (実習)菌類の標本の作り方、目の同定を実践して手法の習得をはかる。
第10回 (実習)菌類の標本の作り方、目の同定を実践して手法の習得をはかる。

履修条件

「自然観察入門 -草木虫魚とのつきあい」または「ものの見方を育む自然観察入門」を事前に通読し
ておく。

成績評価方法

事前提出をしたレポートの内容、および、課題への取り組みに基づいて成績評価する。レポートの評

価基準については、授業時に担当教員から説明する。事前提出のレポート内容や出題意図などを、実

習中に受講者にフィードバックする。フィードバックは必要に応じてmanaba等を通じて、あるい
は授業内でその都度行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

夏季休業中に菅平高原実験所(長野県上田市)で実施。2025年度は、7月8日火曜～11日金曜に実施
予定。

教材・参考文献・配付資料等

参考図書

「自然観察入門 -草木虫魚とのつきあい」日浦勇,1975. 中公新書　ISBN: 978-4-12-100389-
8
「ものの見方を育む自然観察入門」菅井啓之, 2004. ISBN: 9784894234017

オフィスアワー等（連絡先含む）

出川 洋介 　
http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
横井 智之 　訪問歓迎します。まずはメールにて連絡ください。　Science Building B,
Room302 029-853-8848
https://sites.google.com/site/tomoyokolab/home

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

長野県上田市菅平高原にある、筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所に3泊4日で宿泊して実習
を受講してもらいます。2025年度は、7月8日火曜日から7月11日金曜日を予定しています。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）

http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/
https://sites.google.com/site/tomoyokolab/home


日本語  公式版のシラバスを表示

EE21263   地誌学野外実験B

1.0 単位, 2・3 年次, 夏季休業中 集中
呉羽 正昭, 山下 亜紀郎

授業概要

ある特定地域を選定し,現地での各種の調査法を習得し,また,地域の観察方法や諸事象の地表上の展
開様式を実際の事例を通して学ぶ。

備考

西暦奇数年度開講。

9/7-9/10
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

専門コンピテンス「地球学に関する専門的素養」「フィールドワーク能力」「研究企画・遂行・総括

能力」に関連して，地誌学にかかわる基礎的・専門的な知識と調査方法について，野外実験を通して

説明する。

授業の到達目標（学修成果）

地誌学に関する基礎的・専門的な野外調査(フィールドワーク)の方法を習得する。

キーワード

地誌学, フィールドワーク, 景観観察, 聞き取り

授業計画

地域事象の観察・分析方法および地理的データの収集方法などを現地で実習し,地誌学の野外調査の
基礎的な方法や観察視点,成果のまとめ方を学ぶ.

履修条件

原則として,地誌学と人文地理学の基礎的な講義と,人文地理学・地誌学実験Aを履修済みまたは履修
中であること.

成績評価方法

実験後に提出するレポート課題により評価する。提出課題についての講評をmanabaに掲載する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

事前のオリエンテーションに参加し,文献・統計等による下調べを行う必要がある.

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EE21263/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EE21263/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EE21263/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



教材・参考文献・配付資料等

オリエンテーション時に指示する.

オフィスアワー等（連絡先含む）

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

「教育における生成AI 活用のガイドライン（学生向け）」を参照し，適切に活用すること。生成AI
による提案や回答が必ずしも正確とは限らないため，得られた情報は批判的に評価し，責任をもって

内容を精査すること。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）



シラバス詳細
タイトル「2025年度シラバス」、カテゴリ「共生ｼｽﾃﾑ理工学類」

科目名

講義名

クラス

担当教員

実務経験のあ
る教員による
講義

学年

科目情報

 1／1件 

自然環境調査法

自然環境調査法

　

塘　忠顕

2年、3年、4年



キャンパス区
分

開講学期

開講時期

曜日・時限

科目種別

科目区分

単位区分

単位数

準備事項

備考

金谷川キャンパス

前期

(前期)

集中講義

通常講義(学類)

コース実践科目(選必)

選必自由

1



特修プログラ
ム

講義、演習、実習、グループワーク、発表、ディスカッション、フィールド
ワーク

教育目標との関係(DPポイント配分)

共生システム理工
学類

共生システム理工
学類

幅広い理工学的基礎知識
と確かな専門性

 %

論理的で的確な立案力と
決定力

 %

学際的・国際的に実践す
る力

 %

積極的かつ持続的な貢献
意識

 %

80

20

0

0

授業方法

講義情報



授業概要とねらい

様々な生物を野外で実際に自分の手に取って観察したり，他の生物との
相互関係を調べたり，あるいはその生物の生き様に触れる経験をもつこ
とは，生物分野で卒業研究を行う上でも，また将来生物や環境と関わる
職種に就くことを希望する者や理科の教員になる者にとっても非常に重
要である。本実習では野外において実際の植物相や動物相（主に昆虫
相）の調査を行うことにより，生物の多様性の実際を肌で感じてもら
う。また，植生の異なる場所における土壌中の動物調査や植物の垂直分
布調査を行うことにより，生物の相互関係や環境との関わりについて理
解を深めてもらう。

単位認定基準

１．昆虫を目（Order）レベルで分類することができる。
２．昆虫標本の作製法を理解し，実際に作製することができる。
３．野外において小型節足動物に関する調査を実施することができる。

授業計画

本実習は，（１）「植物と昆虫の調査方法・観察方法」，（２）「動物
の調査方法」，（３）「昆虫の標本作製および同定」，に関する野外調
査および室内作業を筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所（長野県
上田市菅平高原）にて，8月18日（月）から22日（金）までの４泊５日の
日程で行う予定である。実習のスケジュール（目安）と内容は以下の通
りである。

１．実習ガイダンスと検索表の使い方（１日目午後）
２．草原の植物の観察（２日目午前）
３．土壌動物観察のための土壌試料採取とツルグレン装置へのセット
（２日目午前）
４．草原と森林における昆虫採集（１）（２日目午後）
５．草原と森林で採集した昆虫の標本作製（２日目午後）
６．植物の垂直分布とフェノロジー調査（３日目）

taki.mako.gm
ハイライト表示



７．植物の垂直分布調査の結果報告（３日目）
８．河川における昆虫採集（４日目午前）
９．草原と森林における昆虫採集（２）と標本作成（４日目午前）
１０．河川で採集した昆虫の同定（４日目午後）
１１．草原と森林における昆虫採集（３）と標本作成（４日目午後）
１２．草原と森林で採集した昆虫の同定（４日目午後）
１３．土壌動物の観察と同定（４日目午後）
１４．ラベル作成・貼付と標本の標本箱への収納（４日目午後と５日目
午前）
１５．実習まとめ（５日目午前）

授業計画（週形式）

教材・教科書



受講者には実習内容に沿って作成したテキストを配布する。

参考図書

野外で使用できる手頃な大きさのフィールド図鑑，あるいは検索図鑑な
どが１冊あると良い。分野は昆虫に限らず，植物でも鳥でも何でも良
い。

参考URL

授業外の学修、及び必要な学修時間

単位制に基づき，少なくとも15時間の授業外学修時間を必要とする。
野外実習で身につけた知識や技術は振り返らないとすぐに忘れてしま
う。レポート作成を良い機会ととらえて，図鑑の使い方，昆虫の同定方
法，分類階級や学名に関する基礎的事項は是非復習しておくこと。

成績評価の方法

試験は実施しない。実習への取り組み態度７割とレポートの内容３割で
評価する。

成績評価の基準

単位認定基準の３つの項目について，
S: 単位認定基準を満たし，かつすべての項目で優秀な学修成果をあげた
（90-100点）。
A: 単位認定基準を満たし，かつ２つの項目で優秀な学修成果をあげた
（80-89点）。
B: 単位認定基準を満たし，かつ１つの項目で優秀な学修成果をあげた
（70-79点）。
C: 単位認定基準を満たす最低限の学修成果しか挙げられなかった（60-69



点）。
F: 単位認定基準の学修成果をあげられなかった（60点未満）。

オフィスアワー

金曜日の18:00-19:00。事前にメールで所在を確認してもらった方が確実
だが，この時間以外でも随時受け付ける。

授業改善・工夫

野外実習で，森林，河川，山岳での活動もあるため，TAやSRを配置し，
活動中の受講生全員に目が行き届くようにする。

留意点・注意事項

（１）事前にガイダンスを行うので，参加予定者は必ず参加すること（5
月中旬の予定）。ガイダンスは実習の一部であるから，ガイダンスの無
断欠席者の実習参加は認めない。ガイダンス日程の掲示（LC経由で連絡
する予定）に注意すること。
（２）実習実施機関から受入上限人数（教員・TA含めて20名）を設けら
れているため，履修希望者がこの16名を上回った場合は受講調整を実施
する。受講調整を行う場合，生物環境コースの受講生の受講を優先す
る。
（３）生物環境コース以外の４年次生以上の受講は原則として認めな
い。生物環境コース４年生次生以上の受講希望者も，履修登録前に必ず
担当教員に相談すること。履修登録前の相談がない者の受講は認めな
い。
（４）感染症や体調不良により参加を取りやめる者は必ず事前に担当教
員まで本人が連絡すること。取りやめの連絡のタイミングによっては宿
泊費等を支払ってもらう可能性があることを承知しておくこと。
（５）実習中の事故等に備えて保険（学生教育研究災害障害保険・通学
中等傷害危険担保特約）に加入しておくことが望ましい。

教員の実務経験の有無



なし。



科目名（日本語） ： 野外生態学実習Ⅰ
科目名（英語） ： Ecological Field Studies Ⅰ

ナンバリング ： SB460-201J

開講学期 開講学年 単位数 必修・選択区分

春学期  2学年  1  選択 

科目責任者

小沼　順二 

時間外  実験・実習       

授業方法(ALの要素、ICT
の活用等) １－１．アクティブラーニングについて

●実施する
○実施しない

１－２．アクティブラーニングを実施する場合、その具体的要素

■ＰＢＬ（課題解決型学習）
□反転授業
□ディスカッション、ディベート
□グループワーク
□プレゼンテーション
■実習、フィールドワーク
□その他

　　「その他」の内容

 

２－１．双方向授業でのＩＣＴの活用について

●活用する
○活用しない

２－２．ＩＣＴを活用する場合、その具体的名称（クリッカー、タブレット端末等）

PC

担当教員 小沼　順二、下野　綾子、井上　英治、土岐田　昌和、児島　庸介

科目責任者連絡先(教室) 小沼 順二　　理学部I号館3階　1314B
下野 綾子　　理学部I号館4階　1418A
土岐田 昌和　理学部I号館3階　1310B
井上 英治　　理学部I号館3階　1316B
児島 庸介　　理学部I号館3階　1316A

オフィスアワー 月曜 14:00-15:00

授業概要 ８月に野外実習を実施する。実習地や対象生物は担当教員によって異なり、具体的な実習日程と内容は4月の教務ガイダンス時に個別に掲
載され、希望調査を行った上で決定する。

到達目標 各教員ごと実習内容によって到達目標も大きく異なるが、以下の６点ついて共通といえる。

１．野外調査や動物園等の観察、調査、計測を通し、実験室外で調査を自身で行うことができる。（技能・表現）
２．各自で獲得したデータの精査、解析を行うことができる。（技能・表現）
３．実験・計測結果に関して他者と客観的に議論することができる。（興味・関心・態度）
４．生態学データのレポートをまとめることができる。（技能・表現）
５．対象生物である動物、植物それぞれに対して研究テーマを考え試行錯誤できる。（思考）
６．得られた結果について、他者に論理的に説明することができる。（興味・関心・態度）

いずれの内容も３年次以降の卒業研究を行う上で非常に重要な事項である。

ディプロマ・ポリシーと
の関連

到達目標を達成することにより、以下の能力を身につけることにつながります。
＜理学部ディプロマ・ポリシーとの関連性＞

１．知識・技能と課題解決力
２．共生型リーダーシップ
３．社会的責任感・倫理観
４．科学的探究心・自己研鑽

授業計画 各実習場所・内容は以下のとおりである。
　下野綾子：筑波大学菅平高原実験センターの半自然草原にて刈り取りが植生遷移に及ぼす効果を学ぶ。
　井上英治：千葉市動物公園にて、霊長類の形態観察と、各自が興味を持った動物の行動観察を行う。
　土岐田昌和：島根大学生物資源科学部附属生物資源教育研究センター隠岐臨海実験所にて、海産動物の採集・観察、図鑑検索による種
同定、形態のスケッチを行う。
　小沼順二：東邦大学習志野キャンパス、上野、東京都八王子(高尾山)にて、セミを対象とした進化生態学的実習を行う。
　児島庸介：京都大学北海道研究林において、昆虫と草本を中心とした動植物の同定および種組成の調査等を行う。
実習は８月に行われ、詳細は、後日、発表される。

事前・事後学習とその時
間

各実習ごとに実習の準備方法が大きく異なる。各実習のガイダンスに参加し、実習に必要な調査器具や実習地までの順路などを確認する
こと。１コマ50分授業に対して予習復習あわせて25分必要。

  

2025
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評価方法・基準 実習への取り組み（20％）とレポート内容（80％）より評価する。
レポート作成は「東邦大学における生成系AI の利用に関する方針」に従うこと。その中の「不正行為のリスク」に該当する事項があった
場合、提出されたレポートは採点しないことがある。

フィードバック方法 レポート返却やMoodleを介したコメントの送付などを行う。

教科書 実習用プリントを配布する。
東邦大学 蔵書検索システムを表示

参考書 その他の参考資料については各担当者に問い合わせること。
東邦大学 蔵書検索システムを表示

備考(関連科目等) 各グループとも受け入れ人数に上限があり、希望調査に基づいて配属を決める。参加希望者が極端に少ない場合には実施しないこともあ
る。利用施設の都合で場所や時期を変更することがあるため、実習時期・費用等の詳細については各担当者に問い合わせること。
〔予め学んでおくとよい科目〕
動物生態学 進化生態学（2023生～）／進化生物学（～2022生） 動物行動学 植物生態学

〔この科目に続く内容の科目〕
多様性生物学 野外生態学実習Ⅱ 卒業研究Ⅰ

注記  

注記  

  

https://opac.toho-u.ac.jp/
https://opac.toho-u.ac.jp/
javascript:openNewWindow("/aa_web/syllabus/se0071.aspx?ka=2025_4_B36611_1_53379%22,%20%22se0071%22,%20%22%22,%22%22);
javascript:openNewWindow("/aa_web/syllabus/se0071.aspx?ka=2025_4_B36611_1_53683%22,%20%22se0071%22,%20%22%22,%22%22);
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javascript:openNewWindow("/aa_web/syllabus/se0071.aspx?ka=2025_4_B36611_2_53730%22,%20%22se0071%22,%20%22%22,%22%22);


生態学実験Ⅱ / Experiment on Ecology II

 授業基本情報
/ Course Basic Information

使用言語 / Course Language：日本語

期別
/ Semester Offered

通年

履修年次/ターム
/ Students'Year/Term to take the
Course

2年・3年・4年・5年・
6年 / 集中

単位数
/ Credits

1.0

講義回数
/ Number of
Classes

8

曜日・時限・教室/ Day & Period & Class room

集中講義 (Intensive) 集中講義 :

開講責任部局
/ Department, Division 学部／理学部／生物学科

副専攻
/ Minor 　

副題
/ Sub Title 　

受入人数
/ Maximum Number of Students 定員なし

受講対象
/ Students for whom Course is
Intended

　

授業の方法
/ Course Type 講義

メディア授業科目該当
/ Online courses

対面授業科目（メディア授業実施が半数以下） / On-site courses (Half or less
classes of the course are delivered online)
「メディア授業科目」は学部学生については、卒業要件単位に含めることができる単位数に上限があ

ります。
/ For undergraduate students, there is a restriction on the number of credits earned by
online courses that can be counted toward the graduation requirement.

メディア授業実施回数
/ Number of online classes 0

メディア授業の種類
/ Categories of online class

同時双方向型 / Realtime Streaming type

メディア授業で使用する
システム

/ System for online class

Google Workspace / Google Workspace
Moodle / Moodle

担当教員/ Instructor

村上　正志

講義コード / Class Code：
S014221102

科目コード / Course Code：
S0142211

ナンバリングコード /
Numbering Code：SB255

国立大学法人 千葉大学
シラバス検索システム



 授業概要情報
/ Course Outline Information

更新日 / Date of renewal：2026/02/17

概要
/ Brief Description

長野県上田市、菅平、筑波大学高原実験センターにて実施する。
生物群集の構造は、様々な環境傾度に沿って特徴的な変化を示す。一般的に、生物
の種数は標高が高くなると少なくなるが、低標高に向かって直線的に増加するので
はなく、低標高ではかえって種数が減少する例も知られている。植生タイプも群集
構造に大きく影響する。これらの機構を実際に感じ、その背景を理解する方法を学
ぶ。

目標
/ Goals

筑波大学菅平高原実験センターは、標高約1300mの地点にある。その背後には根子
岳（2207m）・四阿山（2354m）がある。また、実験センター内には、広葉樹林
を皆伐し毎年刈り取りを行っている草原、そこから遷移の進んだアカマツ林があ
り、植生タイプ傾度（遷移段階）にそった生物群集の変化を検討することができ
る。生物群集に影響を与える要因を、五感をつかって探索することが、本実験の目
的である。

授業外学習
/ Self Study 実習終了後レポート作成

キーワード
/ Keywords 　

評価方法・基準/ Evaluation Procedures and Criteria

項目 ％ 詳細

試験 0

レポート 80

平常点評価 20

活動を通じて、生物が実際に経験している環境を感じる
ことが、本科目の学習の一部である。
参加するなかでの経験を元に、これをレポートに反映さ
せる。

その他 0

評価方法・基準に関する備考
活動を通じて、生物が実際に経験している環境を感じる
ことが、学びである。

課題（試験やレポート
等）に対するフィードバ
ック方法

/ Feedback

レポートは添削して返却する。

関連科目
/ Related course 　

履修要件
/ Prerequisite 　

実務経験のある教員によ
る授業科目

/ Course by practitioner
実務経験のある教員による授業科目

実務経験と授業の関連性
/ Relationship between practical
experience and course content

前職は、北海道大学北方生物圏フィールド科学センターであり、森林管理やフィー
ルド管理といった作業に、従事した。この経験は、実習内容に反映される。

教科書
/ Textbooks 　

参考書
/ Reference Books 　

taki.mako.gm
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備考
/ Remarks 　

 授業計画詳細情報
/ Course Plan Detailed Information

第1回 (2025/09/05)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 導入

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents 事前学習として、実習におけるレポートテーマについて考える。

備考
/ Notes 　

第2回 (2025/09/08)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 実習１

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents 実習場所現地を散策し、当地の環境を知る。

備考
/ Notes 　

第3回 (2025/09/08)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 実習２

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents

高原センター内「植生遷移実験林」における、研究テーマを決め調査を実施し、デ
ータを取得する。

備考
/ Notes 　

第4回 (2025/09/09)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 実習３

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents

実験センター（標高1300ｍ）から、根子岳山頂（標高2207m）を往復し、自然の
標高勾配について理解し、草本植物を対象として、その種数勾配の要因を考える。

備考
/ Notes 　

第5回 (2025/09/09)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 実習４

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents 実習３を継続する。

備考
/ Notes 　

第6回 (2025/09/10)

主題と位置付け(担当)
/ Subjects and instructor's position 実習５

授業・学習方法や内容
/ Methods and contents 実験センターにおける、調査を継続し、これをもとに、レポートをまとめる。

備考
/ Notes 　

Copyright (C) 2010 - 2026 Chiba University All Rights Reserved.



シラバス参照

授業情報／Class Information

2025/03/10 現在

クラス指定

／Designate Class 生体制御学科２年生

他との関連（関連項目）
／Related Courses 生体制御学科専門科目

履修条件（授業に必要な既修得科

目または前提知識）
／Prerequisites

生物学に関する基礎的な知識を有していることが望ましい。

テーマ・副題

／Theme 植物生態学、植物生理学

授業科目の到達目標

／Learning Objectives 野外における植物の生態を理解する。

『ディプロマ・ポリシー』を含む

学部・研究科・学科等の学修・教

育目標との関連
／Relation

生体制御学科のカリキュラムマップに示されている以下の目標と関連している。

（教育目標1 ）複雑で多様な生命現象を理解するために必要となる幅広い知識と素養の習得を図る。

授業キーワード

／Keyword(s) 系統分類　植生　生態

授業の内容

／Course Overview 野外で動植物を観察し、それらの生態および特徴を理解する。

授業の方法
／Course Format

野外を歩き、教員が植物個体や植生を解説する。

津田吉晃 准教授（筑波大学）が実習を担当する。
連絡窓口は、埼玉大学の実習担当教員となる。

事前準備学修・事後展開学修

／Study Outside of Class
(Preparation and Review)

1回（１日）あたり合計４時間程度の事前準備・事後展開学修が望ましい。

授業展開（スケジュール）

／Weekly Syllabus

日程と実習場所は以下の通り

【予定】2026年2月17日（火）～19日（木）筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所

成績評価の方法と観点

／Grading レポート等を含めた実習への参加態度を総合的に評価する。

成績評価基準

／Grading Standard

埼玉大学単位修得の認定に関する規則に基づき、履修者が授業の到達目標をどれだけ達成したかに応じて以下の通り評価する。

「到達目標を超え、全般的に特に秀でている」=GP:4=S
「到達目標を超えており、部分的に秀でている」=GP:3.5=A+
「到達目標を超えている」=GP:3=A
「到達目標に十分達しており、部分的に秀でている」=GP:2.5=B+
「到達目標に十分達している」=GP:2=B
「到達目標に最低限達しており、部分的にB以上の水準にある」=GP:1.5=C+
「到達目標に最低限達している」=GP:1=C
「到達目標に達していない」=GP:0=D
「到達目標の達成度を測る材料がない」=GP:0=F

テキスト

／Textbook(s)

テキスト全体備考
／Textbook Remarks

参考図書

／Reference Book(s)

参考書全体備考

／Remarks on Reference B
ooks

学生へのメッセージ
／Message to Students

実習は、筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所（長野県上田市菅平高原）において実施します。

旅費と宿泊費は、自己負担となります。
履修者に対する連絡はwebclassを介して行いますので、webclassメールをチェックするようにしてください。
詳細については、学部２年生向けのガイダンスにおいて説明します。

オフィスアワー

／Office Hours
随時　(理学部 生体制御学科 遺伝学研究室　吉原)

連絡先

／Contact Address

電話番号
／Telephone Number なし

メールアドレス

／E-mail webclassメールで埼玉大学の実習担当教員（吉原）に連絡する

ホームページ

／Instructor Website

その他
／Others

人数制限

／Quota 20名程度

基本情報／Basic Information 詳細情報／Detailed Information 授業計画詳細情報／Class Schedule Details



備考（授業評価アンケート結果へ
の対応）

／Note (Response to the S
tudent class evaluation qu

estionnaire)

関連ホームページ
／Related Website

閉じる



植物生理学実習 ［25C4026］

科目名
Course Title

植物生理学実習 ［25C4026］

Laboratory Course of Plant Physiology

授業言語
Language Japanese

科目区分・科目種 生物学科 クラス 生物学科

コンピテンシー ◎協働力，◎他者理解力，◎問題解決力 ｶﾗｰｺｰﾄﾞ

単位数 1.0 単位 履修年次 3年

担当教員 岩崎　貴也

学期 通不定期

受講条件・その他注意

必須ではないが、植物生態学、植物系統学実習を履修済みであることが望ましい。
実習全体は、長野県上田市にある筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所に3泊4日の泊まり込み（2025年は、9月16～19日）で実施する。どの日も野外に出か
けて森林内で調査を行う可能性があるので、野外活動に適した服装や雨具を用意して参加すること。また、体調管理にも十分に気をつけること。
初日の昼に現地集合し、最終日の昼に現地解散する。
実習費用（交通費、宿泊費、食費など）として、合計で約2万円ほどかかるので注意（東京-上田駅間で新幹線を利用した場合）。
利用する施設の定員の関係で、履修者の数に制限を設ける場合がある（状況によるが、2025年度は最大18名になる可能性がある）。また、夏季休暇期間に学外へ
出かけて受講するため、実習開始前の履修取消しについては柔軟に対応する。受講の可能性がある場合は、まずはできるだけ登録しておくことが望ましい（事前の
説明会を聞いてから、実際の受講を判断する形で問題ない）。

授業の形態

実習・実技

教科書・参考文献

実習の前に、オリジナルのテキストをMoodleで配布する。
野外活動に関する注意事項や準備については、事前に資料を配付するとともに、説明会を実施する。

ＡＬＨ区分

ＡＬＨを実施しない

評価方法・評価割合

小論文（レポート）=20%，発表=30%，授業への参加態度=50%

主題と目標

自然界における植物の生態・多様性についての野外調査と解析を実習形式で行う。主に植物生態学、植物生理生態学、群集生態学的な観点からの研究に必要な
調査・実験・解析の手法と考え方を習得することを目標とする。これらの目標を達成できたかどうかは実習内で行う成果発表とレポート等で判定する。

授業計画

2025年9月16日（火）～19日（金）の期間に、長野県上田市にある筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所に3泊4日の泊まり込みで実施する。
・菅平高原実験所内の森林や草原に出かけ、野外調査や植物種同定の基礎を学ぶ
・グループで林内にコドラートなどを設置し、群集生態学的な調査を行う
・光環境や水分条件、pHといった環境条件の測定も行う
・採集した植物は種を同定し、押し葉標本を作製する
・統計解析ソフト（R）を用いて、自分達が野外で取得したデータを群集生態学の視点から解析する
・グループごとに実習成果をプレゼンにまとめ、得られた結果の発表を行う
これらの内容をそれぞれ2-3回程度で、合計15回分の実習として実施する。

時間外学習

植物生理生態学・植物生態学の内容について、各自で復習し、理解を深めておくこと。

学生へのメッセージ

植物生理生態学・植物生態学に関する研究テーマについて、長野県菅平高原の恵まれた自然の中で、野外調査から室内での実験・解析・発表という一連の研究の
流れを体験しましょう。
担当教員に加えて、野外調査に慣れたTAも受講生をサポートします。野外調査に不安がある人向けに、簡単な事前説明会も実施します

学生の問い合わせ先

質問・相談については、岩崎がいつでも受け付けます。
教員の居室（理2-303）を訪問するか、メールで連絡を取ってください。

文理融合リベラルアーツWeb-Site

学務課 

Copyright (c) 2008 お茶の水女子大学　All rights reserved.
Last Update: 2010年3月29日
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？ シラバス照会

くく 最終更新日： 2025年03月31日 ＞＞ 

基本情報

科目種別
都市環境学部専門教育科

授業番号
目

K0301 

学期 集中 曜日 他

科目 地域環境学野外実習 時限 〇限

担当教員 沼田真也 単位数 1 

科目ナンバリング
※2018年度以降入学生対象 UTS-232-1：都市環境学部専門教育科目

担当教員一覧

教員

坂本優紀

沼田真也

高木悦郎

仁平尊明

大澤剛士

詳繍情報

授業方針・テーマ

観光科学科

観光科学科

観光科学科

観光科学科

観光科学科

所属

地域環境の調査や分析に必要な方法や技術、および見方・考え方をフ

ィールドワークの実施により学ぶ。また、フィールドワークにおける

調査・研究のまとめ方や発表の仕方、および議論の仕方を学ぶ。

地域環境の調査法として、聞き取り調査、文献・地図・史資料の収集

整理などの基本的な調査方法とともに、土地利用調査や土地条件調

習得できる知識・能力や授業の 査、および聞き取り調査や質問票調査などの地理学的な方法を習得す

目的・到達目標 る。また、分析や議論・考察においては、複眼的な視点をもって総合

授業計画・内容
授業方法

的に地域環境を捉える見方・考え方を身につける。最終的には調査の

成果を報告書として印刷する。

以下のスケジュールに沿って、 8月下旬あるいは9月上旬にに4泊5日

ないしは3泊4日の野外実習を実施する予定である。実習の前後に、

事前指導と事後指導を行う。事前のミーティングでは、実習地の社会

生活や経済活動、および地域文化や人口変化などを把握するととも

に、調査項目の検討を行い、フィールドワークの企画を行う。事後の

ミーティングでは、統計分析・地図化などにより調査結果を要約し、

教員・受講生を含めた参加者で検討・議論し、フィールドワークのま

とめを行う。 4月のガイダンスにおいて、開講の内容について条件も含

めて周知する。

スケジュール

•初回打ち合わせ

・事前調査、議論

•野外実習

・実習のまとめ

taki.mako.gm
ハイライト表示



授業外学習

テキスト・参考書等

成績評価方法

質問受付方法
（オフィスアワー等）

特記事項
（他の授業科目との関連性）

備考

国

野外実習の対象地域に関する文献を指定するので、事前に読んでおく

こと。また、対象となる地域に関して事前調査を行う。

テキストは特に指定しない。実習に必要な資料は適宜配布し、参考文

献も必要に応じて紹介する。

実習に参加し、調査や議論などへの貢献とともに、最終的な報告書で

評価する。

野外実習に関する質問は適宜受けるとともに、アドバイスも適宜与え

る。

オフィスアワーは原則として、水曜6限。

実習以外に、事前や事後のミーティングがあるので、それらにも参加

すること。



シラバス参照

授業情報／Class Information

2025/03/10 現在

基本情報/Basic Information

開講科目名
／Course 野外実習／Field Work in Plant Biology

時間割コード

／Class Code R15366

ナンバリングコード

／Numbering Code BIOR2616

開講所属
／Course Offered by 理学部／Faculty of Science

ターム・学期

／Term・Semester 2025年度／Academic Year　　第4／4th

開講区分

／semester offered 後期集中／Intensive

曜日時限
／Day, Period 他／None

単位数
／Credits 1.0

学年

／Year 2,3,4

主担当教員

／Main Instructor 吉原　亮平／Yoshihara Ryohei

教室
／Classroom 学科指定教室／Room that instructor appoints

使用言語

／Language 日本語／Japanese

多文化共修科目

／Multicultural Collaborati
ve Learning

No

遠隔授業

／Remote lecture No

担当教員情報/Instructor Information

教員名

／Instructor
教員所属名

／Affiliation

津田　吉晃／TSUDA Yoshiaki 理学部

吉原　亮平／Yoshihara Ryohei 大学院理工学研究科

基本情報／Basic Information 詳細情報／Detailed Information 授業計画詳細情報／Class Schedule Details

閉じる

https://rdb.eva.saitama-u.ac.jp/search/detail.html?systemId=3ac569f5132570a1520e17560c007669&lang=ja
https://rdb.eva.saitama-u.ac.jp/search/detail.html?systemId=3ac569f5132570a1520e17560c007669&lang=en
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日本語  公式版のシラバスを表示

0ANE326 山岳微生物学

1.0 単位, 1・2 年次, 春季休業中 応談
出川 洋介

授業概要

動植物と様々な形で密接な関わりを持つ酵母、カビ、キノコなどの真菌類や細菌類など「微生物」は

山岳域の生態系に必要不可欠な存在である。山岳や極地に生息する微生物の基礎について概説すると

ともに、山岳域の気候風土を活かした醸造や漬物等発酵食品の製造、もしくは食用キノコの栽培や地

衣の採取など、山岳域ならではのユニークな微生物利用に関する実地見学を1回程度実施し、その応
用の可能性についても考える。 備考:実地見学は、長野県もしくは茨城県で実施の予定。

備考

2026年3月3日-5日
対面

授業形態

講義

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス:
知の活用力

山岳科学学位プログラム コンピテンス:
山岳科学の知識と技術力

授業の到達目標（学修成果）

山岳域の気候風土を活かした微生物利用による発酵食品の製造実習、厳冬期の山岳域のフィールド観

察実習を通して、山岳域に生息する微生物の基礎に関する理解を深めること。

キーワード

授業計画

酵母、カビ、キノコなどの真菌類や細菌類など「微生物」は山岳域の生態系に必要不可欠な存在であ

る。本授業は、長野県の菅平高原実験所で冬季に実施し、山岳域の気候風土を活かした発酵食品の

多様性に関する基礎を学ぶ。授業では、発酵食品の製造実習も実施し、関与する微生物の培養、観

察を行う。また山岳域の発酵食品製造業の実地見学を2回程度実施する。
1日目午後:午後に菅平高原実験所に集合。山岳域の微生物の基礎について講義。実習準備。
2日目午前:山岳域の発酵食品の基礎について講義。菅平高原実験所のフィールドで野外よりサンプ
ルを採集し発酵関連微生物の培養実習。

2日目午後:山岳行の発酵食品の仕込み実習。山岳行の発酵食品製造現場の見学(1)。
3日目午前:仕込んだものの観察、評価。グループワークによる成果発表準備。
3日目午後:調査結果のまとめ、プレゼン発表、レポート作成。東信地域の発酵食品製造現場の見学
(2)。

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE326/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE326/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ANE326/jpn/0/
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2024年度は2025年2月18日火曜~20日木曜に菅平高原実験所に2泊し集中で実施します。
長野県上田市および須坂市の発酵食品製造業の現場見学の実施予定です。

履修条件

成績評価方法

グループワークによる成果発表により評価する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

オリジナルテキストを配布します。

オフィスアワー等（連絡先含む）

遠隔地(長野県上田市菅平高原実験所)で実施のため、菅平高原実験所の 出川洋介 (メール
degawa@sugadaira.tsukuba.ac.jp、電話0268-74-2002)に連絡をください。

利用上の注意等がありますので、受講者は事前に、連絡をお願いします。

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）
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⽂部科学省教育関係共同利⽤拠点事業 
第10回森林フィールド講座・⼋ヶ岳編 

〜⼋ヶ岳の森と⽣物〜 
報告書 

１．はじめに  
北海道⼤学北⽅⽣物圏フィールド科学センター森林圏ステーションは、平成 24 年 7 ⽉に⽂

部科学省教育関係共同利⽤拠点（「フィールドを使った森林環境と⽣態系保全に関する実践的教
育共同利⽤拠点」）に認定され、平成 29 年度, 令和 4 年度より同⼀拠点名称でさらに計 10 年間
の再認定を受けた。これは北海道⼤学（以下北⼤）が所有する研究林フィールドや施設（7 ヶ
所，約 7 万 ha）を実習や調査研究利⽤といった形で全国の他⼤学の学⽣に広く利⽤してもら
い、森林フィールドを活⽤したより⾼度な教育活動を⽀援する事業である。加えて、⼭形⼤、
筑波⼤、信州⼤、⾼知⼤、琉球⼤（以下連携⼤学）の演習林とネットワークを結ぶことによ
り、北⼤が単独で実施することが難しいような広域かつ多様な森林をカバーした教育プログラ
ムを提供している。その⼀環として、⼤学や学部・学年を問わず、あらゆる⼤学⽣・⼤学院⽣
が参加可能な合同実習「森林フィールド講座」を 2014 年度から開催している(表 1)。本年度
は、8 ⽉に第 10 回を、筑波⼤学⼭岳科学センター⼋ヶ岳演習林で開催した。本稿ではこの実習
について報告する。 

表 1 これまでの森の開催時期と場所 
時期 場所 
第 1 回 2014 年 8 ⽉ 北海道⼤学 和歌⼭研究林 
第２回 2015 年 8〜9 ⽉ 琉球⼤学 与那フィールド 
第３回 2016 年 9 ⽉ 信州⼤学 アルプス圏フィールド科学教育研究センター 
第４回 2017 年 9 ⽉ 筑波⼤学 ⼭岳科学センター井川演習林 
第５回 2019 年 2 ⽉ ⼭形⼤学 農学部附属やまがたフィールド科学センター 

上名川演習林 
第６回 2019 年 9 ⽉ ⾼知⼤学 嶺北フィールド 
第７回 2022 年 9 ⽉ 北海道⼤学 ⾬⿓研究林 
第 8 回 2023 年 9 ⽉ 琉球⼤学 与那フィールド 
第 9 回 2024 年 8 ⽉ 信州⼤学 野辺⼭ステーション 

２．実習の概要 
・開催⽇：2025 年 8 ⽉ 4 ⽇（⽉）〜 8 ⽉ 7 ⽇（⽊） 
・開催地：筑波⼤学⼭岳科学センター⼋ヶ岳演習林（⻑野県南佐久郡南牧村野辺⼭ 462-4） 
・参加費：10,000 円（⾷費・滞在費含む） 
・概要：筑波⼤学⼋ヶ岳演習林をフィールドにした野外学習を⾏い、⼋ヶ岳の森と野⽣⽣物に

対する理解を深める初学者向けの内容 
  

taki.mako.gm
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３．受講者 
6 ⽉に全国の国公⽴・私⽴⼤学のうち、⾃然科学あるいはフィールドワークカリキュラムを

組んでいる理系、あるいは⾃然と⼈間との共⽣を教育理念に挙げている⽂系の約 80 学部・学
科にポスターを送付するとともに、約 110 の学部へメールでの案内を送付し、本実習専⽤ホー
ムページにて参加学⽣の募集を開始した。定員(20 名)に対して、募集期間（5 ⽉ 12 ⽇〜6 ⽉ 1
1 ⽇）の 1 か⽉間で 21 名の応募があった。申込時のアンケートによると、応募したきっかけは
掲⽰されているポスターが 10 名、北⼤研究林のウェブサイトが 2 名、⾃⾝の⼤学からの情報
（メールや授業⽀援システムなど）が 9 名であった。申し込みのあった学⽣ 21 名全員の参加
を決定したが、最終的に参加した学⽣は 13 名だった。参加学⽣の内訳は、男性が 7 名、⼥性
が 6 名、理系が 9 名、⽂系が 4 名で、学年は学部 1 年 4 名、2 年 4 名、3 年 2 名、4 年 1 名、
修⼠課程が 2 名であった。 

４．参加スタッフ 
本実習は連携⼤学との合同開催であり、筑波⼤学の教職員スタッフのほかに連携⼤学の教職

員が全期間参加した（教員 1 名：⼭形⼤ 1 名／技術職員 4 名：信州⼤ 1 名・⾼知⼤ 1 名・琉球
⼤ 1 名・北⼤ 1 名）。筑波⼤学の教職員が主導して湿地林と広葉樹⼆次林の⾃然観察、⼈⼯林
の⾃然観察、野⽣動物の観察などの内容を実施した。各連携⼤学の教職員スタッフは、実習中
の参加者のサポートと、各⼤学の演習林についてのプレゼンテーションを⾏った。 

5．実習内容 
1 ⽇⽬：8 ⽉ 4 ⽇(⽉)  

 初⽇は、15 時頃⼋ヶ岳演習林に集合した。受付したのち、宿泊棟に移動し、宿泊の注意事項
を確認した。その後、フィールドに出るにあたっての安全講習を⾏った。安全講習では、危険
に対する予⾒と備えが⼤切であることを学び、今回の講座で想定される危険として落雷、落
⽯・落枝、滑落、熱中症、蜂・マダニ等が予⾒され、備えとして、服装（⻑袖）、安全装備（薬
箱等）や連絡体制を確認した。 

 その後、スタッフの挨拶と各⼤学の演習林についてのプレゼンテーションを⾏った。 

 最後に、今回のフィールド講座の 4 ⽇間で、考えてもらいたい内容を学⽣たちに提⽰し、オ
リエンテーションは終了した。 

以下、その内容である。 

【1】 ⼋ヶ岳の植物の保全 

・⼋ヶ岳演習林と川上演習林には希少な植物が⾃⽣しています。その特徴やどのような保全が
よいのかをまとめてみましょう． 

・⼋ヶ岳の森林や樹⽊の特徴をまとめてみましょう． 

【2】 ⼋ヶ岳の動物の特徴と保全 

・⼋ヶ岳演習林と川上演習林には希少な動物が⽣息しています。その特徴やどのような保全が
よいのかをまとめてみましょう． 
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・⼀⽅で、森林動物と⼈間活動と軋轢も⽣じています。どのように折り合いをつけていけばよ
いでしょうか． 

【3】 ⼋ヶ岳の森と⽣物 

・今回のフィールト講座で印象に残ったについてまとめてみてください． 

 

2 ⽇⽬：8 ⽉ 5 ⽇(⽕) 

 2 ⽇⽬午前中は川上演習林で⼈⼯林の⾃然観察と野⽣動物の観察を⾏った。当初、川上演習
林の⾒学は午後の予定であったが、午後に雷⾬の天気予報がでており、川上演習林は⼋ヶ岳演
習林と⽐べて標⾼が⾼く落雷の可能性が⾼いため、⽇程を⼊れ替えた。 

川上演習では⼈⼯林の観察として植栽樹種であるカラマツ、サワラ、ストローブマツの紹介
があった。また、川上演習林での研究成果として、サワラの天然更新箇所で遺伝⼦を調べたと
ころ伏状更新であり３個体であることがわかったことが紹介された。 

写真 サワラの天然林（左）と実⽣調査（右） 

 

また、植栽の事例として、低密度（2,000〜2,500 本/ha）で植
栽されることの多いカラマツをスギ・ヒノキの植栽密度と同等の
3,000 本/ha で植栽した場所や植栽は珍しいキハダの⼈⼯林を⾒
学した。キハダはその名のとおり、内樹⽪が⻩⾊く、その内樹⽪
は⻩柏という胃腸薬となり苦味があることが紹介された。樹⽪を
少し剥いで、その内樹⽪の⻩⾊と苦みを視覚、味覚でも体感し
た。 

 

写真 キハダの内樹⽪は⻩⾊い 
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 次に、川上演習林に⽣息する野⽣動物、ヤマネの観察を⾏った。林内にはヤマネの⽣息調査
のための巣箱が設置されており、研究者や学⽣によりさまざまな研究がされていることが紹介
された。川上演習林は、⼈⼯林の割合が多いため、ヤマネの⽣息数は少ないと考えられていた
が、1.9 匹/ha の密度で⽣息していることが分かっているとのことであった。枝伝いに移動して
いるので、⽴⽊の下の⽅に設置した巣箱はあまり使⽤されず、⾼いところにある巣箱がよく利
⽤されることが分かっているそうである。⾼いところにある巣箱の降ろし⽅と巣箱の開け⽅を
教わり、3 つの班に分かれ、学⽣たち⾃⾝の⼿で巣箱の調査を⾏った。今回の実習では、2 匹
のヤマネを観察することができた。巣箱を開け、巣材をそっと取り出し、順番にヤマネを観察
した。ヤマネを間近でみることのできる貴重な機会であり、学⽣たちも講座中で⼀番の興奮で
あったと思う。 

 

写真 ヤマネの巣箱を開ける学⽣たち（左）と巣箱の中の様⼦（左） 

 ほかに演習林に⽣息する野⽣動物の問題として、シカによる樹⽪剝ぎといった⾷害や⾓研ぎ
による樹⽪への傷があり、樹⽪剝ぎにより枯死した樹⽊も観察し、かわいいだけではない野⽣
動物と⼈間の軋轢も知ってもらった。 

 午後は、⼋ヶ岳演習林で湿地林と広葉樹⼆次林の⾃然観察を⾏った。⼋ヶ岳演習林は⼋ヶ岳
の麓の平地にあり、周囲は農地に囲われている森林である。昔は炭焼きをしていた落葉広葉樹
の⼆次林と中間湿原があり、⼋ヶ岳演習林には、サクラソウやモウセンゴケといった貴重な湿
地性の植物がみられることが紹介された。中間湿原と森林の境界付近で、筑波⼤学教員の清野
先⽣が⾏っている毎⽊調査プロットを⾒学し、ササの侵⼊や⽣育樹⽊の変化があり、周囲の畑
の影響で湿地の乾燥化が進んでいる可能性が紹介された。⼆次林には、国内では中部⼭岳地域
と北海道に隔離分布しており全国的には珍しいヤエガワカンバが⽣育している。多くの⼈がよ
く知っているダケカンバやシラカンバと⽐べると特徴的な樹⽪のことや、距離のあるロシア沿
海州と共通の樹種であるという説明を受けた。 
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写真 湿地性の植物モウセンゴケを⾒る（左） ⼆次林の⾒学（右） 

 2 ⽇⽬、最後に筑波⼤の⼋ヶ岳演習林で取り組んでいる希少種保護について話を聞いた。⼀
つ⽬は昨年から取り組んでいるタルマイスギの域外保全についてである。タルマイスギは⻑野
県内では野辺⼭のみ⽣育している絶滅危惧種であるが、その⽣息地が開発されることにとな
り、筑波⼤学演習林の構内に⼈⼯的にビオトープを作り、種の保全を⾏っているとのことであ
った。これは、さまざまな事情で、⽣育地での保全ができなくなり、あくまで最後の⼿段とし
て⽣息地の域外での保全に取り組むことになったことが紹介された。また、同じく構内に⻑野
県と⼭梨県に県境付近にのみに⽣育しているヒメバラモミを植林し保全している場所も⾒学し
た。 

3 ⽇⽬：8 ⽉ 6 ⽇(⽔) 

 3 ⽇⽬は⼋ヶ岳の⾃然観察を⾏った。バスで⻨草峠へ移動し⼋ヶ岳の標⾼ 2,000m を超える
亜⾼⼭針葉樹林を観察した。前⽇（８⽉ 5 ⽇）に⾒学した⼋ヶ岳演習林と⽐較して、⼋ヶ岳の
植⽣の垂直分布を実際に⾒て学んだ。標⾼が上がるとは気温も低く、⾵も強いのでゆっくり育
つ森であり、樹⽊は⼩さいけれど思っているより樹齢が⾼いとのことであった。ほかに、地理
的に太平洋と⽇本海の中間に位置するため、雪に対して強く、⽇本海側に多いオオシラビソと
乾燥に強く太平洋側に多いシラビソの両樹種が⾒られる地域特性も教わった。 標⾼は約
2,000m であるが、地形により⾼⼭植⽣になっている箇所で、⽣育しているハイマツやコケモモ
といった樹種を知ったり、植⽣の背丈が⼩さくなっていることを⾒て学んだ。最後に、⽩駒池
を⼀周散策し、シラビソやオオシラビソの森や、コケの森を散策した。 

  

 

 

 

 

 



6 

 

写真 ⼋ヶ岳の亜⾼⼭帯のコケと針葉樹の森（左）と⾼⼭帯の植⽣（右） 

3 ⽇⽬の⼣飯は最終夜ということで、BBQ を⾏った。筑波⼤演習林の造材で出た、カラマツを
使ったスウェーデントーチに⽕をつけたり、シカやイノシシといたジビエのジンギスカンを⾷
し、野⽣動物の問題についても考る時間とした。この BBQ の時間は、この講座で初めて知り
合った学⽣同⼠、年齢や専攻が異なるがゆっくり話をする時間となり、それぞれ刺激を受けた
ようであった。 

 

4 ⽇⽬：8 ⽉ 7 ⽇(⽊) 

 最終⽇は初⽇に提⽰された課題について、4〜5 名のグループごとに話あって発表を⾏った。
まとめる時間も短いなか、3 ⽇間で感じたこと、考えたことをそれぞれの興味とともに発表し
ていた。中部⼭岳地域の特異な植⽣や希少な動植物のことを簡潔にまとめられていた。 

【1】 ⼋ヶ岳の植物の特徴と保全  

【2】 ⼋ヶ岳の動物の特徴と保全 

については、それぞれ、今回の講座で知ったこととこれまでの⾃分の知識を関連付けて発表し
ているのが印象的であった。 

【3】 ⼋ヶ岳の森と動物 

について、印象に残ったこととして、講義室で聞いた話を実際に⾒ることができたり、少し歩
くだけで植⽣が変わることに驚いたり、いままで興味のなかったり注⽬していなかったものを
⾒て、今後、⼭や森に⾏った時の楽しみが増えたといった声が聞かれ、「フィールド」講座の役
割を果たしたように思う。 
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写真 学⽣たちの発表の様⼦ 

解散前には、4 ⽇間お世話になった宿舎の⽚付け、掃除を⾏い解散となった。 

６．参加学⽣の反応 
後⽇、参加者アンケートを⾏い 9 名からの回答が得られた。 

 
定量的な評価のまとめ 

設問 回答結果 
全体を通しての満⾜度 「期待以上だった」7 名、「期待通りだった」1 名、「やや期待外れだっ

た」1 名 
内容充実度 「⾮常に良い」6 名、「良い」3 名 
時間配分 「⾮常に良い」6 名、「良い」3 名 
⾷事 「⾮常に良い」5 名、「良い」1 名、「普通」3 名 
宿泊施設 「良い」4 名、「普通」5 名 

 
アンケート結果によると、実習全体に対する満⾜度は⾼く、参加者の多くが「期待以上だっ

た」評価した。プログラムの時間配分についても、全員が肯定的に評価しており、「余裕のある
スケジュールで、他⼤学の参加者や教員と交流する時間が⼗分に取れた」といった意⾒が寄せ
られた。⾷事や宿泊施設などの⽣活⾯についても概ね好評であったが、宿泊施設の設備⾯に関
する指摘が複数件あり、今後の課題として挙げられた。 

 
⾃由記述の感想まとめ 

印象に残ったプログラムとしては、以下のような回答が得られた。 
・森林限界付近の植⽣や⾼⼭植物の観察 
・ヤマネの観察 
・湿地林と森林の違いに注⽬した⾃然観察 
・⼈間の⾷性調査や⽣態系の視点からの森林観察 
・⼋ヶ岳の⽣態、植⽣、気候、地形などについての総合的な学び 
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これらの回答から、参加者は多様なフィールド体験を通じて⾃然環境への理解を深めたことが
うかがえた。また、今後の講座に期待する内容としては、「⾃由研究形式の活動」「樹⽊識別や
林業に関する内容」「夜の動物観察などの⾼度な体験」が挙げられ、参加者がより主体的かつ専
⾨的な学びを求めている姿勢がみられた。 
 
総合的な評価と今後の課題 

参加者からは、初学者にも配慮された丁寧な説明や、⽣態系・植⽣に注⽬した森林歩きの新
鮮さに対する⾼評価が多く寄せられた。⾼⼭植物への興味が深まったという声もあり、学びの
意欲を刺激する内容だったことがうかがえる。 

また、他⼤学・異なる年齢層との交流や、⾷事・⽣活環境の充実も満⾜度を⾼める要因とな
っていた。普段は知ることができない他地域の⾃然環境や現状を知る有意義な機会となったこ
とや、フィールドワークを通じて将来の進路を考えるきっかけになったという意⾒も⾒られ
た。 

⼀⽅で、⼀部の参加者からは「動物系のフィールドワークを期待していたが、植物や森・⼭
の内容が中⼼で、期待と異なっていた」との意⾒もあり、広報資料の情報不⾜によるイメージ
とのギャップが⽣じた可能性がある。これらの点を踏まえ、今後は広報資料の改善や事前説明
の充実を図ることで、参加者の理解と期待の⼀致をより確実なものにしていく必要がある。 

本講座は、理系・⽂系を問わず初学者でも安⼼して参加できる構成でありながら、専⾨的な
視点や実践的な体験を通じて、参加者の知的好奇⼼を⼤いに刺激する内容となった。今後も参
加者の声を反映しながら、より充実した森林フィールド講座の企画・運営を⽬指していく所存
である。 



日本語  公式版のシラバスを表示

EC35013   森林総合実習

1.0 単位, 3 年次, 夏季休業中 集中
清野 達之, 小幡谷 英一, 中川 明子, 津田 吉晃

授業概要

山岳科学センター八ヶ岳・川上演習林において、森林動植物の観察、樹木調査、森林管理の体験をす

るとともに、樹木の生態・生理に関する知識、動物と森林の関わリや森林の利用を習得して樹木と森

林の役割を総合的に理解する。

備考

（コース共通）農林生物学コース　環境工学コース　EC31323を修得済みの者は履修できない。履
修人数の制限を行う場合がある。実習のガイダンスと人数調整を行なうので本実習履修希望者は必ず

出席すること。参集する場所についてはTWINS掲示板で確認すること。
8/25～8/29
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

専門コンピテンス 1.生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識、5.生物資源学(農業)に関する問
題意識の醸成力

授業の到達目標(学修成果)

森林管理から、木材組織、森林動物等の森林を総合的に理解し知識を深める。

1.生物資源（農学）に関する体系的な専門知識
・天然林、人工林の毎木調査法と間伐などの施業技術を習得する。

・植栽及び下刈り等の人工林管理における初期保育法について理解する。

・樹幹解析法を習得する

・木材の切片を作製し、基本組織を理解する。

・森林動物（森林被害も含む）の調査法を体験し理解する。

2.　生物資源（農業）に関する 問題意識の醸成力
・様々な専門分野から森林・木材の調査法を学ぶことにより、森林を総合的に捉えて考える意識を養

う。

・総合的な見地からの森林管理・森林保全を実践する意識を養う。

キーワード

森林管理, 樹木の生態, 樹木の生理, 木材解剖・材料化学, 野外調査

授業計画

山岳科学センター八ヶ岳・川上演習林において、森林動植物の観察, 樹木の分布特性・成長特性の観
察と調査, 森林の構造と環境の調査、森林管理実体験を通して、森林を構成する樹木の特性、森林の

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC35013/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC35013/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC35013/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



動態、人間活動と森林の関わりと木材利用について学び、森林生態系および森林の機能と役割を総合

的に理解することを目的とする。

第1回 1日目 オリエンテーション、及び森林利用についての講義
（小幡谷）と安全講習

第2回 2日目 人工林の間伐演習・樹幹解析（清野・中川）
第3回 3日目 樹木の通導組織の観察・木材解剖などの林産関係演

習（小幡谷・中川）、広葉樹の毎木調査（津田）
担当： 小幡谷 英一 , 中川 明子

第4回 4日目 森林性野生動物の野外調査（清野）、植栽・苗畑管理
の体験（清野）

第5回 5日目 実習の総括、レポート作成の注意事項説明（清野）
*別途レポートを課す

夏季集中(8月25日から8月29日まで）の計5日間を予定。
天候・新型コロナウイルス感染症等により補講をを実施したり，日程・開催場所・実習内容を変更す

る場合があり、詳細は manaba を通じて連絡する。実施3日前以降の実習に関する連絡 (欠席、遅
刻等)は、清野まで連絡すること。

履修条件

履修人数過多の場合は調整を行なう場合がある。概ね20名程度。受講希望者は掲示板等で連絡する
計2回の説明会に必ず出席のこと。無断欠席の場合受講できない場合がある。森林生物学実習と合同
の第1回説明会は、人数調整等のためのガイダンスを実施する。詳細は追って告知する。学研災に加
入こと。レポート課題が課され提出期間も短いため単位取得が容易ではないことを理解した上で履

修すること。

成績評価方法

実習の全日程参加者のみを対象に実習内容に関するレポートを提出し、その内容で評価を行なう

（100%）。5、6題のレポート課題が課され提出期間も短いため単位取得は容易ではないことを理解
した上で履修すること。レポート課題に関しては、授業期間後にコメントおよび講評をmanaba に
掲載することでのフィードバックを行なう。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

実習中に提出される課題について、実習中の自由時間や実習後に自主的に学習し回答する。

教材・参考文献・配付資料等

配布資料を使用

オフィスアワー等(連絡先含む)

事前連絡の上、研究室訪問すること。

尚、実習開講3日前以降の実習に関する急な連絡の場合は、清野もしくは山岳科学センター八ヶ岳演
習に連絡すること。

清野 達之 　八ヶ岳演習林
小幡谷 英一 　9:00-15:00 (ただし授業および会議の時間を除く)　生農E105
https://www.u.tsukuba.ac.jp/~obataya.eiichi.fu/
中川 明子 　10:00-18:00　生物・農林学系C棟207、029-853-4578
https://www.u.tsukuba.ac.jp/~nakagawa-izumi.a.gm/index.html
津田 吉晃 　

https://www.u.tsukuba.ac.jp/~obataya.eiichi.fu/
https://www.u.tsukuba.ac.jp/~nakagawa-izumi.a.gm/index.html


実習のガイダンスと人数調整を森林生物学実習と合同で行うなう予定である。履修希望者は必ず連絡

すること。集合場所・連絡先については教務掲示板で確認すること。履修にはガイダンス出席を必須

とする。

その他

実習の詳細や変更については manaba を通じて連絡する。
教育における生成AI 活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成
AI による提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任をも
って内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

0A0A102   陸域フィールド実習1

1.0 単位, 1 - 5 年次, 春C夏季休業中 集中
上條 隆志, 飯島 大智

授業概要

自然保護、特に陸域の生物多様性保全・希少野生生物の保全について学ぶ。実習地は八ヶ岳周辺とす

る。

備考

八ヶ岳実習(3泊4日を予定)は夏季集中として実施する。また、事前学習と事後学習を行う。日程の
詳細については、自然保護寄付講座のウェブサイトと掲示により行う。宿泊、移動の関係から人数制

限を行う場合がある。英語でも対応する。

7/22-7/25
定員15名程度（応相談）

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス

　１．知の活用力

　３．コミュニケーション力

　４．チームワーク力

授業の到達目標（学修成果）

汎用コンピテンス：１．知の活用力

　希少種の生態学的知識に基づいた自然保護の実践に結びつける力を養う。

汎用コンピテンス：３．コミュニケーション力

　希少種の生育地実践の場を活用して、デスカッションを行い、コミュニケーション力を養う。

汎用コンピテンス：４．チームワーク力

生物多様性保全に焦点を当てた滞在型の実習とグループワークを行い、チームワーク力を養う。

キーワード

八ヶ岳, 植物, 生物多様性, 絶滅危惧種

授業計画

自然保護、特に陸域の生物多様性保全・希少野生生物の保全について学ぶ。実習地は八ヶ岳周辺とす

る。生物多様性の理解を実体験から深めるために、野生植物を実際にサンプリングし、その種同定を

行う。さらに希少野生生物の生育・生息環境、野生動物による森林被害、植生帯ならびに地形と植生

の関係などについても、現地観察を行う。八ヶ岳での実習は、7月から9月を予定している。

第1回 事前オリエンテーション 筑波大学構内 植物観察のポイント

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0A0A102/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0A0A102/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0A0A102/jpn/0/
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第2回 八ヶ岳実習1:山岳域における生物多様性とその保全
現地集合後、安全対策等に関するレクチャー、植物観察

第3回 八ヶ岳実習2:山岳域における生物多様性とその保全
湿地生態系観察、植物採集

第4回 八ヶ岳実習3:山岳域における生物多様性とその保全
植物標本の作製法

第5回 八ヶ岳実習4:山岳域における生物多様性とその保全
植物同定に関するテスト、実習成果のとりまとめ

第6回 標本提出と標本確認

宿泊、移動、安全確保のため、人数制限を行う。7名程度までを予定するが、応相談とする。
登山靴・雨具等の山歩きをできる装備等は、受講者自身が事前に準備すること。

八ヶ岳実習

演習林宿泊所に3泊する。
現地までの移動、宿泊費は、自己負担とする。

植物標本作成のため、新聞紙等を準備すること。

予定は変更される場合がある。詳細な日程についてはmanaba、自然保護寄付講座のウェブサイト
を通じて連絡する。

履修条件

成績評価方法

レポートによる。標本を含むレポート100％。リアクションはmanabaや講義等で行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

関連文献を読む。

教材・参考文献・配付資料等

オフィスアワー等（連絡先含む）

上條 隆志    
kamijo.takashi.fw@u.tsukuba.ac.jp

上條 隆志 　
飯島 大智 　

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

「教育における生成AI 活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生
成AI による提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を
もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）

taki.mako.gm
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日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

EC31443 森林生物学実習

1.0単位， 3年次，夏季休業中集中

上條隆志，清野達之，山川陽祐

授業概要

山岳科学センター井）II・八ヶ岳演習林及びその周辺の森林において、森林植物の観察、採集を行う。

植物標本を作製するとともに、森林植物の分類学的、生態学的な知識を習得する。暖温帯、冷温帯、

亜高山帯における80種から100種の樹木を観察・ 採集する。

備考

宿泊の関係上、人数制限を行う場合がある。「森林植物学」 (EC31211) を履修していることが望ま

しい。本実習履修希望者は必ずガイダンスに出席のこと。参集する場所についてはTWINS掲示板で

確認すること。

9/1~9/5 

対面

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

森林資源と森林の生物多様性を構成する樹木を対象として各種の分類学的、生態学的特徴を野外実習

を通じて理解する。

1生物資源学（農学）に関する体系的な専門知識、 2生物資源学（農学）に関する問題意識の醸成カ

授業の到達目標（学修成果）

1生物資源学（農学）に関する体系的な専門知識

•主要樹木を堕室できる。

•主要樹木の生育立地を理解する。

・樹木の標本作成法を習得する。

2生物資源学（農学）に関する問題意識の醸成カ

•生物多様性の実態を理解し、その保全についての問題意識を持つ。

キーワード

樹木， 同定，採集，標本作り-------------............................................ 

授業計画

樹木各種の分類学的、生態学的特徴を理解することを目的として、井川演習林または八ヶ岳演習林と

その周辺で現地実習を行う。森林を歩きながら植物の観察や墜隻をおこなうことにより、森林植物の

名前を覚え、その特徴、生育地、分布、利用、名前の由来などの知識を体得する。春学期にガイダン

スを実施。変更等についてはmanabaを参照すること。対面型。

第1回オリエンテーション、森林植物の関する講義1

第2回植物採集と標本作成1

taki.mako.gm
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第3回植物採集と標本作成2.............. 

第4回植物採集と標本作成3.............. 

第5回標本作成、森林植物の関する講義2

井川演習林（井川コース）または八ヶ岳演習林（八ヶ岳コース）とそれぞれの周辺で実施する。いず

れも演習林宿舎に宿泊して実施する。現地が悪天候の場合、大幅な変更がされる場合がある。宿泊の

関係で人数調整を行う場合がある。日程は、 9/1~9/5を予定している。

履修条件

森林植物学を履修していることが望ましい。調整に際しては、森林植物学の単位取得者を第一優先、

履修中の者を第二優先にする場合がある。また、コース分けを含めた調整等のためのガイダンスを、

4/23（水） 18 : 15～ （総合研究棟A107)で実施する。参加希望者は事前に上條

(ka m ijo, ta kash i. fw@u. tsu ku ba. ac.j p)に事前に連絡すること。

成績評価方法

安全確保のため、全日程参加を前提とする。提出されたレポート、標本、樹木テスト（確認テスト）

で評価する。比率は、レポート40%、標本30%、樹木テスト30％とする。樹木テストは実習終了

後実施する。リアクションはmanaba等を用いて行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

樹木の回塞法を自主勉強する。実習終了後、標本を完成するための作業を各自行う。

教材・参考文献・配付資料等

配布資料による。

オフィスアワー等（連絡先含む）

上條隆志総合研究棟AS11,029-853-4 704 

清野達之筑波大学八ヶ岳演習林

山川陽祐筑波大学井川演習林

上條隆志

清野達之

山川陽祐

その他

八ヶ岳演習林

井川演習林

詳細はmanabaを通じて告知する。

実習のガイダンスと人数調整を行なう。その際，履修希望者は事前に連絡（担当・上條隆

志，kamijo. ta kashi. fw@u. tsuku ba.ac.j p)をすること．参集する場所等についてはTWINS掲示

板で確認すること。連絡等にはmanabaを用いる。

「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生

成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を

もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー{TF)・ティーチングアシスタント{TA)
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日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

OANEOOl 山岳フィールド実習A

1.0単位， 1• 2年次，夏季休業中集中

山川陽祐，廣田充，清野達之，松井圭介，増本翔太，佐藤幸恵，上條隆志，津田吉晃

授業概要

理学、農学、工学の複合学問としての山岳科学には様々なフィールドがある。本実習では山岳フィー

ルドに実際に行き、様々な山岳科学関連分野を専門とする複数教員による実習を行う。また林業や山

岳に纏わる様々な職業現場の見学なども行う。これら実習および見学を通して多様な山岳フィールド

の理解を深めることを目的とする。

備考

修士1年次の年度初めに実施される山岳科学学位プログラムのガイダンス参加を前提とする。

9/9-9/12 

含野外調査

主専攻／主学位プログラム必修科目

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

コミュニケーション能力、チームワークカ、連携及び自己表現能力、リーダーシップ能力に関係する

授業の到達目標（学修成果）

キーワード

山岳フィールド， トレッキング，登山，生物多様性，砂防工学，地形学，国有林管理，木材生産・流.................................................................................................................................................................................................................. 

通，地域観光............................. 

授業計画

履修条件

修士1年次の年度初めに実施されるプログラム生を対象とした全体ガイダンスに参加することを前提

とする。また，本実習履修者を対象とした事前ガイダンスにも必ず参加すること。

成績評価方法

レポート (60%) および参加態度 (40%) の総合点で評価する。参加態度は、発言数および発言の

内容、実習参加にかかる情報提出などに基づき評価する。

講義における発言等にはその都度フィードバックを行う。レポート課題については，授業期間後にコ

メントおよび講評をmanabaに掲載することでフィードバックを行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

taki.mako.gm
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研究関連の文献だけでなく、ニュース、新聞、関連雑誌など一般情報からも山岳の現場、フィールド

でどのような問題があるのかを情報収集し、どのような解決策が必要か考えてみること。

教材・参考文献・配付資料等

特に指定せず実習の中で紹介、配付する。

オフィスアワー等（連絡先含む）

筑波大学山岳科学センター井川演習林

Tel. 054-260-2419 

山川陽祐 井川演習林

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

山岳トレッキング・軽登山に適した雨具、靴などの装備が必要です。山岳上．．ヒ．．ど．ぎ．．．':!....1...：・・軽登山は参

加学生のスキルに合わせて班分けなども適宜行うので、これまでの翌．也経験などは特に問いません。

レポート等の作成における生成AIの使用については，「教育における生成AI活用のガイドライン（学

生向け）」を参照し，適切に活用する。生成AIによる提案や回答は必ずしも正確とは限らないため，

得られた情報は批判的に評価し，自ら責任をもって内容を精査すること。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー (TF)・ティーチングアシスタント (TA)



日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

EC31253 植物寄生菌学実験

1.0単位， 3• 4年次，夏季休業中集中；秋A水2,3

岡根泉，阿部淳一，石賀康博

授業概要

自然界において重要な役割を演じている菌類のうち，＿植惣に寄生あるいは共生している菌類の採集法，

観察法および同定法を修得させる。さらに，野外実習を通してこれら菌類の生態ならびに生態系にお

ける機能を学習させる。

備考

夏期休業中に野外実習を実地する。 15名を上限とする。

9/16-9/18 

対面

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

本実験では農作物や樹木の病気の防除に必要な基礎情報の調査法、菌類の多様性や生態的機能につ

いて修得し、理解すること。

1体型的な専門知識、 2問題意識の醸成カ

授業の到達目標（学修成果）

菌類は、植物と深い関わりを有して生活しており、植物に寄生し被害を及ぼすものや、逆に、植物と

共生し、植物にとって有益なものもある。これらの菌類を、野外で観察して採集し、その壁杢を作成

するとともに、菌類の重要な繁殖体である胞子などの形態を顕微鏡観察し、その形態的特徴や形態的

多様性について理解する。また、野外実習を通して、 撻惣寄生菌類の発生状況などを観察し、その生

態についての認識も深める。

1体型的な専門知識

・植物寄生菌類を同定できる。＿．．．．．．．．．．．．． 

・植物寄生菌類の標本を作成できる。．．．．．．．．．．．．．．． 

・標本の重要性を理解できる。

2問題意識の醸成カ

．撻塑寄生菌の各分類群の形態特徴や生育環境を理解する。

・植物病原菌の防除法の開発に生かせる。

キーワード

菌類， 植物，寄生性，標本................................... 

授業計画

taki.mako.gm
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作成した標本や保存墨杢を用いて、以下の主要なグループについて、 植塑体上に形成されている寄生

菌類の胞子などの形態を、顕微鏡観察し、それらの形態的特徴をスケッチする。それに基づき、グル

ープごとの特徴を知るとともに種などの同定を試みる。

第1回野菜類などに被害を及ぼす菌類（べと病菌類、疫病菌類など）

第2回農作物などに被害を及ぼす菌類（うどんこ病菌類、子のう菌類など）

第3回 植堕．にさび病を発生させる菌類

第4回草本にくろぼ病を発生させる菌類

第5回採集した墨杢の同定とスケッチ

各回の準備の都合で回の内容や順番の変更はある。夏期休業中の野外実習では大学の演習林などで、

撻堕に寄生する菌類の発生状況を観察するとともに、採集して、形態観察などのための、菌類墨杢を

作成する。

履修条件

「植物寄生菌学」を履修しておくことが望ましい。.............. 

成績評価方法

秋Aに観察・同定した採集墨杢25点以上とそのスケッチを提出する。これを基に評価する

(100%)。また担当教員は提出物についてmanabaを通じてコメントを返しフィードバックを実施

する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

適宜プリントを配布する。

参考文献：「カビ図鑑」 (ISBN978-4-88137-153-4)、「大きな森のミクロな世界」(ISBN978-

4-87402-268-9) 

オフィスアワー等（連絡先含む）

岡根泉 事前にメールまたは電話にて連絡ください。 生物農林学系棟C4056687 /生物農林学

系棟E3054 707 

阿部淳ーピーター 生物農林学系棟C404029-853-4791 

石賀康博 事前にメールにて連絡ください。 生物震林学系棟C403

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。

夏期休業中の野外実習は9月16-18日(2泊3日）予定。 15名を上限とする。野外実習の説明会を6月5

日に開催予定。出席必須。 manabaなどに詳細掲示。秋Aの実験室は2D315。

「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成

AIにより提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を持

もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー{TF)・ティーチングアシスタント{TA)



日本語 V 公式版のシラバスを表示

EB50246植物系統分類学実験I

2.0単位， 2• 3年次，春A木・金4-6

中山剛，石田健一郎

授業概要

圏

陸上植物の多様性について，野外採集と標本作製，さまざまな器官の観察，光学・電子顕微鏡用試料の作成と

観察などを通して理解し，その分類学的基礎を学ぶ。また形態形質の進化と系統推定との関わりについても
邑ヽヽ
子心o

備考

植物系統分類学Iの事前又は同時履修が必要。

事前の履修調整で許可を受けていること。

多様性コース

学研災に加入していること。

履修登録は事務で行う。

対面

EB50243修得者の履修は認めない。

授業形態

演習及び実習・実験・実技

授業目的

陸上植物（コケ、シダ、種子植物）を対象に、その形質の多様性、進化と分類を理解することを目的とす

る。また野外で採集した試料を用いて観察技術（光学顕微鏡、走査電子顕微鏡）を修得するとともに、陸上

植物の基本的な体の作りを理解する。これと並行して実習期間中に植物標本の作成を行い、同定の技術を

習得する。

授業内容

下記の観察を通じて、陸上植物の進化・多様性に関する基礎的な知識を得るとともに、顕微鏡技術、走査

電子顕微鏡試料作成の技術を習得する。また期間中に各自植物標本を作製、同走作業を行う。材料の状態

によって順番が入れ替わることもある。

第1回野外採集と標本作製

第2回種子植物（特に被子植物）の観察（特に花）、スケッチによる記録。電子顕微鏡用の試料作成。

第3回
シダ植物（ヒカゲノカズラ類、 トクサ類、シダ類）の観察、スケッチによる記録。電子顕微鏡用

の試料作成。

第4回 コケ植物（蘇類、苔類、ツノゴケ類）の観察、スケッチによる記録。電子顕微鏡用の試料作成。

第5回種子植物（特に被子植物）の観察（特に果実）、スケッチによる記録。電子顕微鏡用の試料作成。

第6回種子植物の形態観察を基にした形質進化・系統の推定

第7回野外採集と標本作製

第8回筑波実験植物園での観察

第9回電子顕微鏡観察。種子植物の観察。

第10
電子顕微鏡観察。種子植物の観察。

回
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以上の観察等を通じて、陸上植物の進化・多様性に関して興味を持ったテーマを見つけ、それに関して探

求を行い、プレゼンテーションを行うことを予定している。

前提科目•履修上の注意事項

植物系統分類学IIの事前または同時履修が望ましい。

単位取得条件・成績評価基準

実験に取り組む姿勢、スケッチ、写真、レポートおよびプレゼンテーションを総含して評価する。

準備学習・事後学習

受講者の理解度に応じ、授業中に指示する。

指定教科書

なし。テキストを配布する。

参考書

1.長谷部光泰，陸上植物の形態と進化裳華房

2.加藤雅啓編，植物の多様性と系統裳華房

オフィスアワー等（連絡先含む）

中山剛随時（要事前連絡）

生物農林学系棟B508内線6659algae*@*biol.tsukuba.ac.jp（＊は削除）
石田健一郎随時（できる限り事前連絡してください）

生農B棟504029-853-7877 /生農B棟504029-853-

7877 ish ida. ken ich i ro. g m@u. tsu ku ba. ac.j p http:/ /homepage. mac. com/ken_ish ida/i ndex. html 

備考（受講生に望むこと）

陸上植物は最も身近な生物であり、野外でも室内でも最も手軽な観察対象です。実験期間中に限らず、毎

日の観察を通して陸上植物が関わるさまざまな生物学的事象を知るとともに、興味あるテーマを見つけて

ください。



日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

EC31211 森林植物学

2.0単位， 3年次，春AB水1,2

上條隆志

授業概要

わが国の森林に自生する璽杢を中心に，世界の森林植物の竺墨，見分け方，分布，名称，利用などについ

て具体的に解説する。

備考

横断領域科目「環境」

対面

授業方法

講義

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

森林資源と森林の生物多様性を構成する堕杢を対象として、各種の分類学的特徴、 全墨体系、形態学

的特徴、 圭墨学的特徴、利用方法などを理解する。

1生物資源学（農学）に関する体系的な専門知識。

授業の到達目標（学修成果）

1生物資源学（農学）に関する体系的な専門知識

・樹木の分類と生態に関する専門知識を身に付ける。........................................... 

・わが国の温帯に生育する樹木、および一般的な外来の樹木の全煎を覚える。

・近くの森林に行って目にする樹木名がわかるようになる。

キーワード

森林植物， 樹木，名前，分類，生態------.................................................. 

授業計画

わが国の森林に自生する樹木を中心に、見分け方、分布、名称、人間とのかかわりなどについて具体

的に解説する。森林植物の里態的な側面および人間の利用について詳しく解説する。 各回の講義の

後半では、学内やその周辺の豊杢を直接観察する。授業の順は変更される場合がある。変更等につ

いては、 manabaを通じて連絡する。

第1回 森林植物学の授業の進め方。バラ科：サクラの仲間

Introduction of class. Rosaceae: Sakura family 
第2回 森林帯と森林植物。ツバキ科、クスノキ科

Forest zonation and forest plants. Camelliaceae, Lauraceae 
第3回 森林植物の全塁体系と学名。ブナ科（常緑）：シイ・カシ類

Classification system and scientific names of forest plants. 
Fagaceae (evergreen) 

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志
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第4回 塑杢の形態。ブナ科（落葉）、カバノキ科

Tree morphology. Fagaceae (deciduous), Betulaceae 

第5回 植物園での植物観察会

Plant observation session at the botanical garden 

第6回 ムクロジ科：カエデの仲間

Sapindaceae: Maples 

第7回 日本海側と太平洋側の森林．

モクレン科、マメ科、ニレ科、クワ科

Forests on the Sea of Japan and Pacific sides. 

Magnoliaceae, Fabaceae, Elmaceae, Moraceae 

第8回 森林植物の分布と土地的要因・遷移。ッツジ科、モクセイ科

Forest plant distribution, edaphic factors, and succession. 

Ericaceae, Oleaceae 

第9回 森林植物の遺伝解析。ヒノキ科

Genetic analysis of forest plants. Cypressaceae 

第10回講義で紹介した樹種のまとめ。マツ科

履修条件

Summary of tree species introduced in the lecture. 

Pi naceae 

成績評価方法

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志

担当：上條隆志

6割以上の出席したものを成績評価対象とする。レポート、樹木テスト（確認テスト）によって成績

を評価する。樹木テストについての詳細はmanabaを通じて連絡する。配点は、レポート点80%、

墜杢テスト点20%とする。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

関連する文献・図鑑を読み、理解する。自主的に植物観察を行い、同定力を高める。

教材・参考文献・配付資料等

特に指定しない。随時、必要な資料配布する。連絡と資料配布はmanabaで行う。

オフィスアワー等（連絡先含む）

上條隆志、総合研究棟A511、029-853-4704、

ka m ijo. ta kashi. fw@u. tsu ku ba. ac.jp 

上條隆志

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。

対面で実施する。講義後半には、野外での樹木観察を行う。．．．．．．．．．．．．．．． 

講義資料の配付方法について：各回の資料の配布については、 manabaを通して事前連絡する。

成績評価：レポート課題により評価する。詳しくは「成績評価方法」を参照のこと。

課題の量・内容・提出先・提出期限について：講義内容に基づく課題をmanabaを通して、各担当教

員宛に提出する。課題の量・提出期限等についてもmanabaを通じて連絡する。

なお、予定等は変更される場合がある。変更はmanabaを通じて連絡する。

夏季休業中に実施される森林生物学実習（上條ほか）を履修する者は、本科目を履修することが望ま

しい。



メッセージ：木の名前を覚えよう。植物とくに樹木の好きな学生、 豊杢に興味がある学生であれば、.............. 
どの学類の学生も受講できます。

「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生

成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を

もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー{TF)・ティーチングアシスタント{TA)



日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

EC25133 生物資源生産科学実習I

1.0単位， 2年次，春AB木4,5

瀬古澤由彦，加藤盛夫，松倉千昭，王寧，福田直也，康承源，浅野敦之，清野達之，トファエル

アハメド，安久絵里子

授業概要

本実習は，生物資源生産科学入門のための基礎的実習科目である。実習はT-PIRC農場と山岳科学セ

ンター筑波実験林で行われ，生物資源生産学の理論と技術を体験的に理解・習得することを通じ，生物

資源生産科学への認識を深めることを目的とする。

備考

生物資源学類生優先。（コース共通）農林生物学コース 応用生命化学コース 環境工学コース 社

会経済学コース EC25123を修得済みの者は履修できない。

対面

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

農林業現場における作物や家畜および樹木などの管理作業および農墨墨．撼の操作体験を通して、関連

する農林業の基本的知識を体系的に学び、生物資源学の基礎となる教養を習得すると共に、生物資源

学の農林業生産現場に関する問題意識を醸成する。

1農学に関する体系的な専門知識、 2農学に関する専門の基礎となる教養、 3農学に関するICTの活用

ヵ、 4農学に関する問題意識の醸成カ

授業の到達目標（学修成果）

1農学に関する体系的な専門知識

・農林業の各現場（水田、畑作、果樹、蒔菜、花弁、 登厘．、樹木、 農塑墨堕．）における基本的作業の

流れを実践的に体験し、関連する農林業の知識を理解する

2農学に関する専門の基礎となる教養

・農林業の各分野（水田、畑作、果樹、蒔菜、花弁、 畜産、樹木、 農業機械）における、基本的な作........................................... 

業の特性を説明できる

・農林業の各分野（水田、畑作、果樹、読菜、花弁、畜産、樹木、農業機械）の、食料生産や環境保

全活動における位置づけや役割を説明できる

3農学に関するICTの活用カ

・学習管理システム(manaba)使用して、講義資料の取得やレポート課題の提出を行うことができ

る

・スマート農業技術の特性や導入事例を説明できる

4農学に関する問題意識の醸成カ

•国内外における農林業の役割について問題意識を持つ

・将来の持続的食料生産農林業技術開発について問題意識を持つ

・環境保全のあり方について問題意識を持つ
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キーワード

農作業，水田・畑作，畜産，園芸，森林，農業機械-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...................................................................... 

授業計画

本実習は生物資源生産科学入門のための基礎的実習科目である。実習はT-PIRC農場と山岳科学セン

ター筑波実験林で行われ，生物資源生産学の理論と技術を体験的に理解・習得することを通じ，生物資

源生産科学への認識を深めることを目的とする。農林業生産現場に関わる内容を総括的に体験できる

ようにプログラムを編成しており，各回完結型の内容により，様々な分野を網羅している．受講人数が

多数の場合，二班編制として，プログラム内容を受講班毎にずらして実施するが，いずれの班でもシラ

バスで予定している内容は全て体験する．

第1回 オリエンテーション：実習の心得、安

全教育
担当：瀬古澤由彦

第2回 薪菜— 1 :春夏作露地野菜の播種・定

植 担当：福田直也，清野達之

樹木ー1:きのこの植菌

第3回 果樹— 1 ：ニホンナシの果実管理（摘果）

薩菜— 1 :春夏作露地野菜の播種・定 担当：福田直也，瀬古澤由彦

植

第4回 樹木ー1:きのこの植菌

果樹— 1 ：ニホンナシの果実管理（摘果）

第5回 農機— 1 ：乗用トラクタ・田植機・コン

バインの操作技術・構造解説

第6回 畑作— 1 ：落花生の播種，サツマイモの

植付け

果樹ー2：ニホンナシ果実の肥大・保護

（袋掛け）

第7回 果樹— 2 ：ニホンナシ果実の肥大・保護

（袋掛け）

畑作— 1 ：落花生の播種，サツマイモの

植付け

第8回 水田— 1 ：水稲の植付け

花升— 1 ：草花の挿し木繁殖

第9回 花弁— 1 ：草花の挿し木繁殖

水田ー1：水稲の植付け

第10回確認テスト

担当：清野達之，瀬古澤由彦

担当： トファエルアハメド，安久絵里子

担当：加藤盛夫，松倉千昭，瀬古澤由彦，王寧

担当：加藤盛夫，松倉千昭，瀬古澤由彦，王寧

担当：加藤盛夫，松倉千昭，康承源，王寧

担当：加藤盛夫，松倉千昭，康承源，王寧

講義等の詳細や変更については、 manabaを通じて連絡する。

履修条件

・学生教育研究災害傷害保険（学研災）に加入していること。

•生物資源学類生優先。

• EC25123を修得済みの者は履修できない。

成績評価方法

成績評価は確認テストにより行う (100%) ．ただし，出席日数が全体の60％未満であった場合には

評価の対象外とする．なお，確認テストは，実習テキストならびに実習中に解説した内容から出題する

ものとする．また確認テスト (manabaにて実施）については，テスト終了後， manabaにて正解例

を提示する．



学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

配布資料を授業開始前にmanabaにて公開するので、前もって予習しておくこと。授業後は資料を

読み返して、授業内容や各作業の意味を理解すること。

教材・参考文献・配付資料等

毎回，manabaよりダウンロードの上，各自印刷をして持参すること。

オフィスアワー等（連絡先含む）

瀬古澤由彦

加藤盛夫

松倉千昭

王寧

福田直也

康承源 生物・農林学系B棟 Sei-NoB706 4807 

皿ps: //kanglabo.wixsite.com/main 
浅野敦之

清野達之 八ヶ岳演習林

トファエルアハメド

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。

•本授業は，各教員は実習のポイントなどを指示し，受講生が各テキスト付録の記録ノート等にその要

点を書き込む形式で進行する．学期末に実施する試験は，農業生産に関わる基本的な項目を中心とした

内容となります．

•本実習での服装について，基本的に，ゴム長靴，長袖・長ズボン，かつ作業のできる格好（ジャージ等）

を着用．晴天の場合は帽子など日よけ対策，雨天の場合は雨具等を準備すること．また，作業によって

は，農作業用の手袋の着用をお薦めします．

•更衣室内のロッカーを各自に割り当てますので，実習期間中は割り当てられたロッカーを使用して

ください．

・「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生

成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を

もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

EC12153 生物資源フィールド学実習

1.0単位， 1年次，春AB月3,4

瀬古澤由彦，加藤盛夫，松倉千昭，王寧，吉岡洋輔，福田直也，康承源，野中聡子，菅谷純子，

浅野敦之，川田清和，津田吉晃，トファエルアハメド，浅野員希，阿部淳一，古川誠一，安久

絵里子，岡根泉，蔵満司夢，石賀康博

授業概要

T-PIRC農場と山岳科学センター筑波実験林をフィールドとした実習を通じて、農林業に関わる里．厘

塑墨での作業体験を行うとともに、関連技術を学ぶ。実習を行う分野は、園芸、畜産、農業機械、作

物生産、作物育種、森林管理、 病害虫防除であり、いずれも、現場における基礎的な作業を行う。

備考

生物資源学類1、2年次生に限る。

対面

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

農林業生産現場（フィールド）における作業体験を通して、農作物や樹木、家畜や墾豊虫、土壌に関す

る基礎知識の理解を通し、生物資源学の農林業生産現場に関する問題意識を醸成する。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

1農学に関する問題意識の醸成カ

授業の到達目標（学修成果）

1農学に関する問題意識の醸成カ

フィールドにおける作業体験を通して、現在の農林業の実態と課題を理解し、持続的な食料生産や技

術開発、普及についての問題意識を持つ。

キーワード

農林業、 生産現場、圃場、林地、農作業体験、農機、病害虫、育種

授業計画

本実習は、園芸、畜産、農業機械、作物生産、作物育種、森林管理、 病害虫防除に関する内容をそ.................................... 

れぞれ体験する。いずれの回についても、各分野の概説を行った上で、関係現場における作業体験を

実施する。

第1回 果樹：果樹の担当：菅谷純子，瀬古澤由彦

結果習性の観察

果樹栽培の概説

を行うと共に、

果樹園において

温帯性落葉果樹

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



の観察（花器・

幼果）を行う．

第2回 蒔菜花弁：トマ

トの播種・管理

作業、花弁類の

観察

温室内のトマト

について基本的担当：福田直也，野中聡子，康承源

管理作業（播種）

を行う．また、

多様な園芸作物

（花弁類）の観察

を行う。

第3回 農機：農業機械

農業機械入門，

操作と安全性

ジ から' 担当： トファエルアハメド，安久絵里子エンン ハ

イテク作業機ま

で．

第4回 森林・土壌：森

林利用における

樹木の観察•森

林利用における

植生と土壌I

森林班と土壌班

に分かれ、関東

の雑木林を中心

にした学内の植 担当：川田清和 浅野員希 津田吉晃
物と土壌につい ' ’ 

ての現地（植物

見本園ほか）で

の概説と簡単な

測定などを行な

い，植生と土壌

についての基礎

知識を習得す

る．

第5回 森林・土壌：森

林利用における

樹木の観察•森

林利用における • 土

植生と土壌II 担当．川田清和，浅野員希，津田口晃

前週の森林班と

土壌班を入れ替

えて行う．

第6回 畜産：牛の見方 担当：浅野敦之

牛の見方：乳牛

を観察し触れる

ことを通して、

牛乳と乳製品が

どのような動物



から作られるの

かを理解する．

第7回 水田・畑作：水

稲移植・畑作物

の播種I

日本は瑞穂の国

とも言われるよ

うに，コメを主

食とし，全国の

至る所でイネが

栽培されてい

る．本実習では

水田で手植え移

植を行う．一

方、畑作物には

ムギ類、雑穀

類、イモ類など

多様な作物があ

り、管理作業も

多様である。本

実習では畑作物

の播種作業とし

て、施肥から畝

立て、播種まで

の一連の作業を

行う。

第8回 水田・畑作：水

稲移植・畑作物

の播種II

前週の水田班と

畑作班を入れ替

えて行う．

第9回 植物病理・応用

動物：植物の病

気とその病原

菌・フィールド

における害虫の

観察I

病原菌班と害虫

班に分かれ、農

作物，果樹の生

担当：加藤盛夫，松倉千昭，吉岡洋輔，王寧

担当：加藤盛夫，松倉千昭，吉岡洋輔，王寧

産管理におけ 担当：阿部淳ーピーター，古川誠一，岡根泉，蔵満司夢，石賀康博

る，それぞれ病

害と虫害による

被害の状況や防

除法について学

習し，実際に作

物，商菜，花弁，

果樹，樹木など

の病害虫の観察＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

を行う．



第10回植物病理・応用

動物：植物の病

気とその病原

菌・フィールド

における害虫の担当：阿部淳ーピーター，古川誠一，岡根泉，蔵満司夢，石賀康博

観察II

前週の病原菌班

と害虫班を入れ

替えて行う．

講義等の詳細や変更については、 manabaを通じて連絡する。

履修条件

受講は生物資源学類1、2年生に限る。

学生教育研究災害傷害保険（学研災）に加入していること。

成績評価方法

各分野において出される課題によって評価する (100%)。その合計点が60％以上の場合、合格とす

る。課題は、内容によって当日提出のものと、後日提出のものがある。当日提出のものは、授業の中

で解説・講評を行う。レポート課題については、翌週以降のmanaba等で解説・講評を行う。課題

提出方法については、各回の担当教員から指示があるので、それに従って提出すること。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

実習予定を授業開始前にmanabaにて公開するので、前もって予習しておくこと。授業後は配布資

料を読み返して、授業内容や各作業の意味を理解すること。

教材・参考文献・配付資料等

毎回必要に応じて資料を配布する．

オフィスアワー等（連絡先含む）

瀬古澤由彦

加藤盛夫

吉岡洋輔

福田直也

康承源 生物・農林学系B棟 Sei-NoB706 4807 

血 PS: IIKanglabo.wixsite.com/main 
野中聡子 8:40から 18:00まで （ただし要事前相談） 遺伝子実験センター308号室 029-

853-7726 

浅野敦之

川田清和 10:00-17:00 総合研究棟A510

皿 P:IIwww. u.tsukuba.ac.j.P/~kawada. Kiyokazu.g止L

トファエルアハメド

浅野員希

阿部淳ーピータ一 生物農林学系棟C404029-853-4791 

古川誠一 ． 生物・農林学系C棟 C4064706 

岡根泉 事前にメールまたは電話にて連絡ください。 生物農林学系棟C4056687 /生物農林学

系棟E3054 707 

蔵満司夢 生物農林学系棟C409,E407, 029-853-4806 

その他



1 ．本実習での服装について，基本的に，ゴム長靴，長袖•長ズボン，かつ運動のできる格好（ジャージ等）

を着用．晴天の場合は帽子など日よけ対策，雨天の場合は雨具等を準備すること．また，作業によって

は，農作業用の手袋の着用をお薦めします．

2．実習時の集合場所は，実習内容に合わせて変更するので，別途連絡します．

3.「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。

生成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任

をもって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語 V 公式版のシラバスを表示 匿

OA00405 魅力ある理科教員になるための生物・地学実験

1.0単位， 1-5年次，春B集中；春c集中；夏季休業中集中
横井智之，岡根泉，澤村京ー，中山剛，八畑謙介，角替敏昭，上松佐知子，浅野員希，トファエ

ルアハメド

授業概要

気象、地質、 岩石、昆虫、植物、菌、微生物、内燃機関といった、「生物」と「地学」を合体した内.......................................... 

容をフィールドワーク重視の実習形式で実施することにより、受講者が将来理科教員になった場合に

役立つ実践的な実習・実験の高度専門知識を身につけることを目的とする。

備考

7/10,11,19,24,30,8/30 

対面

授業方法

実習・実験・実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

修士レベル

知の活用カ・マネジメント能カ・チームワークカ

博士レベル

知の創成カ・マネジメント能カ・リーダーシップカ

授業の到達目標（学修成果）

身近ではあるが日常ではあまり触れることのない、生物、地学、機械に関するテーマを掘り下げる

ことで、将来教員になったときの教養として身につける

キーワード

地質， 岩石，家畜，ガソリンエンジン，昆虫， 毘虫採集，植物， 植物採集， 化石，菌類，キノコ.................................................................................................................................................................. 

授業計画

予定では以下の 6項目をおこないますが、内容の変更や順序の入れ替わりがある可能性があります。

2025年度のスケジュールは、 5月までに公開します。基本的には7月から8月にかけて、実施されま

す。

登録の締め切りは2025年6月13日（金）までです。

2025年実施スケジュールは、決定次第以下のとおりです。

(1)土壌学に関するフィールドワーク

浅野真希

taki.mako.gm
ハイライト表示



(2) 3Dプリンティングの原理と組み立て

トファエル アハメド

(3)偏光顕微鏡を用いた登互の観察

角替敏昭

(4)博物館の楽しみ方

上松佐知子

(5)生物に関するフィールドワーク

澤村京一、中山剛、八畑謙介、横井智之

(6)微生物（藍塁．）に関するフィールドワーク

岡根泉

詳しいポスターは大学HPに掲載します。

https: //www. tsu ku ba. a c.j p/ ed ucatio n/g-cou rses-kyoutsu u ka moku/ 

https: //www. tsu ku ba. a c.j p/i mag es/ dcd 12cf9f1458f0c08 7 8982e9d9caa 6c. pdf 

第1回土壌学に関するフィールドワーク 担当：田村憲司

第2回野外での岩石観察と、偏光顕微鏡を用

いた登互． ．鉱物の観察

第3回内燃機関の原理と組み立て

第4回生物に関するフィールドワーク

第5回博物館の楽しみ方

第6回微生物（豊塁）に関するフィールドワー

ク

担当：角替敏昭

担当： トファエルアハメド

担当：澤村京一，八畑謙介，中山剛，横井智之

担当：上松佐知子

※履修希望学生は、横井(yokoi.tomoyu ki. g p@u. tsu ku ba. ac.j p)までメール連絡すること

（締切： 2024年6月13日）

履修条件

野外実習もありますので、脱水症、雨などの対策を取ってください。

できるだけ全項目に出席すること。

成績評価方法

毎回のレポートなどで評価します。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

オフィスアワー等（連絡先含む）

横井智之 訪問歓迎します。まずはメールにて連絡ください。 Science Building B, 

Room302 029-853-8848 

叫 PS: //sites.gQQgle.com/site/tomoyokolab/home 

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科目との関連



ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

1109102   ファーストイヤーセミナー

1.0 単位, 1 年次, 春AB 火4
廣田 充

授業概要

新入生としての自覚をもとに,大学生はどうあるべきかを討議し,どう進むべきかを思考するなど,大
学生活をよりよく送るための導入を行う。

備考

生物1クラス対象
CDP
対面

授業方法

演習

科目群

学位プログラム・コンピテンスとの関係

各種セミナーやクラス内活動などを通じて、大学での学びと学生生活の基盤をつくる。

授業の到達目標(学修成果)

学生生活の基礎知識・マナーを身につけ、大学で主体的に学ぶための基本技術を習得する。

キーワード

教育システム、履修登録、学生生活、アントレプレナーシップ、海外留学、国立科学博物館

授業計画

毎回、セミナーやクラス活動を実施して、大学生活全般についての知識と理解を深める。

第1回 カリキュラムと履修登録（合同） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第2回 クラス・アクティビティI（クラス毎）担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第3回 クラス・アクティビティII（クラス

毎）
担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌

第4回 学生生活の注意点（合同） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第5回 学生相談室とメンタルヘルス（合同） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第6回 クラス・アクティビティIII（クラス

毎）
担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌

第7回 海外留学制度（合同） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第8回 アントレプレナーシップ教育（合同） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌
第9回 国立科学博物館筑波実験植物園ツア

ー（合同）
担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌

第10回 夏休みの注意（クラス毎） 担当： 臼井 健郎 , 廣田 充 , 櫻井 啓輔 , 前田 義昌

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/1109102/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/1109102/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/1109102/jpn/0/
taki.mako.gm
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履修条件

クラス毎に開催する回は、所属クラスのセミナーを履修すること。

成績評価方法

活動への参加、発表等を総合的に評価してP/Fで評価する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

・第４回（5/1３）には、オリエンテーション時に配布した「セーフティライフ」を持参してくださ
い。

オフィスアワー等(連絡先含む)

廣田 充 　適宜対応しますので、メールにて事前に連絡下さい　理科系棟A202 / A406
6855(A202) / 7665(A406) / 生物農林学系棟B707 6681

その他(受講生にのぞむことや受講上の注意点等)

・内容については今後変更される可能性もありますので、manabaから確認する様にしてくださ
い。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

0ATAG18   生物学教育実験

1.0 単位, 1・2 年次, 春B 水3-6
澤村 京一, 八畑 謙介, 中山 剛, 横井 智之, 石川 香

授業概要

中高生を対象とした生物観察・実験の指導ができるようになるため、生物学の様々な分野の実験を

行う。

備考

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

「知の活用力」「コミュニケーション能力」「チームワーク力」「教育課題発見能力」「教育内容探究

能力」「教育学的分析能力」「教育課題解決能力」に関連する。

授業の到達目標（学修成果）

中高生を対象とした生物観察・実験の指導ができるようになる。

キーワード

生物学, 様々な分野, 実験, 観察

授業計画

事前に配布される資料に基づき、授業当日までに事前学習をする。

第1回 生物の野外調査方法の学習

第2回 生物の野外調査と結果の考察

第3回 植物の生態・進化に関する観察方法の学習

第4回 植物の生態・進化に関する観察と結果の考察

第5回 ショウジョウバエの唾腺染色体の観察方法の学習

第6回 ショウジョウバエの唾腺染色体の観察と結果の考察

第7回 昆虫の周辺環境に対する応答と生態に関する観察方法の学習

第8回 昆虫の周辺環境に対する応答と生態に関する結果の考察

第9回 DNAの抽出およびPCR法による増幅の方法の学習
第10回 DNAの抽出およびPCR法による増幅の実験と結果の考察

授業終了後、観察・観察の結果にもとづいて、レポートを作成する。

履修条件

特になし。

成績評価方法

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG18/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG18/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/0ATAG18/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



観察・実験の態度を50％、レポートの内容を50％として、評価する。授業内でその都度フィードバ
ックする。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

観察・実験の結果をもとに、文献・資料調査等の結果も踏まえてレポートを作成する。

教材・参考文献・配付資料等

各回の担当教員が事前に資料を配布する。

オフィスアワー等（連絡先含む）

澤村 京一 　月曜日10時から12時まで　生農棟B404 029-853-4669 / 生農棟D401 029-
853-4909
中山 剛 　随時(要事前連絡)　生物農林学系棟B508 内線6659
横井 智之 　訪問歓迎します。まずはメールにて連絡ください。　Science Building B,
Room302 029-853-8848
https://sites.google.com/site/tomoyokolab/home

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

観察・実験に真剣に取り組んでほしい。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）

なし

https://sites.google.com/site/tomoyokolab/home


日本語  公式版のシラバスを表示

EB10672 クラスセミナー

1.0 単位, 1 年次, 秋AB 水3
廣田 充, 櫻井 啓輔, 臼井 健郎, 前田 義昌, 中野 賢太郎, 菊池 彰, アーヴィング ルイス ジョン

授業概要

生物学の諸分野のトピックスを題材に、グループ討論を通じて考え、考えをまとめる能力を育成す

る。

備考

生物対象

CDP
成績評価は合格・不合格による。

対面

授業形態

演習

授業目的

生物学の諸分野のトピックスを題材に、グループ討論を通じて考え、考えをまとめる能力を育成す

る。

授業内容

各分野に関わりの深い内容を聞き、その話題をもとに、討論を行う。また、グループごとに討論した

内容をまとめ、代表者が報告を行う。

第1回
秋学期履修指導、クラスセミナーの説明/ Guidance for fal l semester course,
introduction of class seminars

   

第2回 懇親アクティビティー(1)/Reception Activity (1)    
第3回 グループ討論(1)/ Group discussion (1)    
第4回 英語での自己紹介(1)/Photo introduction in English (1)    
第5回 グループ討論(2)/ Group discussion (2)    
第6回 英語での自己紹介(2)/Photo introduction in English (2)    
第7回 懇親アクティビティー(2)/Reception Activity (2)    
第8回 グループ討論(3)/ Group discussion (3)    
第9回 グループ討論(4)/ Group discussion (4)    
第10
回

まとめ /Summary    

前提科目・履修上の注意事項

単位取得条件・成績評価基準

セミナーおよびクラス活動への参加度をもとに、合格・不合格を判定する。

準備学習・事後学習

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB10672/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB10672/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EB10672/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



各分野の話題について、より理解するために、授業後に詳しく調べることを求める。

指定教科書

適宜指示する。

参考書

適宜指示する。

オフィスアワー等(連絡先含む)

廣田 充 適宜対応しますので、メールにて事前に連絡下さい
 理科系棟A202 / A406 6855(A202) / 7665(A406) /  理科系棟A202 /
A406 6855(A202) / 7665(A406)
櫻井 啓輔 特に定めないが、事前連絡が望ましい。
 Biological and Agricultural Sciences Bldg.F F603 sakurai@biol.tsukuba.ac.jp
臼井 健郎 月曜日 15時から18時まで (事前に連絡して下さい)
 Inst. Biol. Agricul. Sci. B114 029-853-6629 /  Inst. Biol. Agricul. Sci. B114 029-
853-6629 usui.takeo.kb@u.tsukuba.ac.jp https://sites.google.com/view/usui-lab/
前田 義昌
中野 賢太郎 メールで事前連絡をしてください。
 生物農林棟 B710 029-853-
6642 knakano@biol.tsukuba.ac.jp http://www.biol.tsukuba.ac.jp/organelle/index.htm
菊池

彰 kikuike@gene.tsukuba.ac.jp http://www.gene.tsukuba.ac.jp/Plant/GeneticDiversity/
アーヴィング ルイス ジョン  irving.louis.fb@u.tsukuba.ac.jp

備考 (受講生に望むこと)

対面で行う予定です。情報をmanabaから発信する場合がありますので、必ず確認するようにして
下さい。



日本語  公式版のシラバスを表示

EC31253   植物寄生菌学実験

1.0 単位, 3・4 年次, 夏季休業中 集中; 秋A 水2,3
岡根 泉, 阿部 淳一, 石賀 康博

授業概要

自然界において重要な役割を演じている菌類のうち,植物に寄生あるいは共生している菌類の採集法,
観察法および同定法を修得させる。さらに,野外実習を通してこれら菌類の生態ならびに生態系にお
ける機能を学習させる。

備考

夏期休業中に野外実習を実地する。15名を上限とする。
9/16-9/18
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

本実験では農作物や樹木の病気の防除に必要な基礎情報の調査法、菌類の多様性や生態的機能につ

いて修得し、理解すること。

1体型的な専門知識、2問題意識の醸成力

授業の到達目標(学修成果)

菌類は、植物と深い関わりを有して生活しており、植物に寄生し被害を及ぼすものや、逆に、植物と

共生し、植物にとって有益なものもある。これらの菌類を、野外で観察して採集し、その標本を作成

するとともに、菌類の重要な繁殖体である胞子などの形態を顕微鏡観察し、その形態的特徴や形態的

多様性について理解する。また、野外実習を通して、植物寄生菌類の発生状況などを観察し、その生

態についての認識も深める。

1体型的な専門知識
・植物寄生菌類を同定できる。

・植物寄生菌類の標本を作成できる。

・標本の重要性を理解できる。

2問題意識の醸成力
・植物寄生菌の各分類群の形態特徴や生育環境を理解する。

・植物病原菌の防除法の開発に生かせる。

キーワード

菌類, 植物, 寄生性, 標本

授業計画

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31253/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31253/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31253/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



作成した標本や保存標本を用いて、以下の主要なグループについて、植物体上に形成されている寄生

菌類の胞子などの形態を、顕微鏡観察し、それらの形態的特徴をスケッチする。それに基づき、グル

ープごとの特徴を知るとともに種などの同定を試みる。

第1回 野菜類などに被害を及ぼす菌類(べと病菌類、疫病菌類など)
第2回 農作物などに被害を及ぼす菌類(うどんこ病菌類、子のう菌類など)
第3回 植物にさび病を発生させる菌類
第4回 草本にくろぼ病を発生させる菌類
第5回 採集した標本の同定とスケッチ

各回の準備の都合で回の内容や順番の変更はある。夏期休業中の野外実習では大学の演習林などで、

植物に寄生する菌類の発生状況を観察するとともに、採集して、形態観察などのための、菌類標本を

作成する。

履修条件

「植物寄生菌学」を履修しておくことが望ましい。

成績評価方法

秋Aに観察・同定した採集標本25点以上とそのスケッチを提出する。これを基に評価する
（100%）。また担当教員は提出物についてmanabaを通じてコメントを返しフィードバックを実施
する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

適宜プリントを配布する。

参考文献：「カビ図鑑」(ISBN978-4-88137-153-4)、「大きな森のミクロな世界」（ISBN978-
4-87402-268-9）

オフィスアワー等(連絡先含む)

岡根 泉 　事前にメールまたは電話にて連絡ください。　生物農林学系棟C405 6687 / 生物農林学
系棟E305 4707
阿部 淳一 ピーター　生物農林学系棟C404 029-853-4791
石賀 康博 　事前にメールにて連絡ください。　生物農林学系棟C403　

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。
夏期休業中の野外実習は9月16-18日(2泊3日)予定。15名を上限とする。野外実習の説明会を6月5
日に開催予定。出席必須。manabaなどに詳細掲示。秋Aの実験室は2D315。
「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成
AIにより提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を持
もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)

taki.mako.gm
ハイライト表示



日本語  公式版のシラバスを表示

EC13112   専門語学(英語)I

1.0 単位, 2 年次, 春AB 火3
川田 清和, 松倉 千昭, 奈佐原 顕郎, 松山 茂

授業概要

英文の科学書を読解する講義を行う。これによって,英語で書かれた専門書に大きな抵抗を感ぜずに
取り組むことができるようにする。

備考

生物資源学類生に限る

対面

授業方法

演習

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス1 コミュニケーション能力：科学英語資料をもとに発表するスキルを身につけ
る。

専門コンピテンス2 専門の基礎となる教養：生物資源学に関連した科学英語資料に記述されている
基礎知識を習得する。

専門コンピテンス3 国際的な専門知識：科学英語資料に関連した国際的な専門知識を習得する。

授業の到達目標(学修成果)

生物資源科学分野における基礎的な英語力を習得する。

キーワード

科学英語, 専門用語

授業計画

科学英語資料 (英語で書かれた化学・生物学・物理学・経済学等の基礎的教科書等) を用いて、科学
英語の基礎を習得する。

第1回 科学英語資料の発表および質疑応答

第2回 科学英語資料の発表および質疑応答

第3回 科学英語資料の発表および質疑応答

第4回 科学英語資料の発表および質疑応答

第5回 科学英語資料の発表および質疑応答

第6回 科学英語資料の発表および質疑応答

第7回 科学英語資料の発表および質疑応答

第8回 科学英語資料の発表および質疑応答

第9回 科学英語資料の発表および質疑応答

第10回 科学英語資料の発表および質疑応答

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC13112/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC13112/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC13112/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



・4名のクラス担任が持ち回りで授業を行う。
・授業内容などの詳細はmanabaで掲示するので、注意すること。
・一部の授業回はTeams上でオンラインで開講する場合がある。

履修条件

生物資源学類2年次対象

成績評価方法

出席率6割以上の者を評価の対象とし，授業での議論への積極的参加(質疑応答など)や、確認テスト
により評価する（トータル100％）。確認テストの講評をmanabaに掲載し，学習内容について学生
にフィードバックを行う。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

各回の担当教員が指示する。

教育における生成AI 活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成
AI による提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任をも
って内容を精査してください。

オフィスアワー等(連絡先含む)

特に設けない.面談については各担当教員への事前の連絡を求めます.
事前にメールなどで連絡すること。

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

EC31413   農林生物学実験

3.0 単位, 3 年次, 春AB秋AB 木4-6
野中 聡子, 浅野 敦之, 阿部 淳一, 礒田 博子, 王 寧, 上條 隆志, 川田 清和, 康 承源, 木下 奈都子, 草野 都, 柴 博史, 菅谷 純子, 清野 達之, 瀬古澤 由彦,
高橋 真哉, 津田 吉晃, 福田 直也, 古川 誠一, 松倉 千昭, 吉岡 洋輔, Ferdousi Farhana, 岡根 泉, 藏滿 司夢, ロンバルド ファビエン, 石賀 康博

授業概要

春AB(第1回から第10回)と秋AB(第11回から第14回)では農林生物学の基礎的技術と解析法を習得するため、受講生全員が分子生物学的実験手法、生化学
的実験手法、形態観察手法、遺伝学的実験手法などを学ための実験課題に取り組む。秋AB(第15回から第20回)では4年次で配属を希望する教員のもと学生
実験を行う。

備考

組換えDNA実験を含まない。秋ABの曜時限については、担当教員により応談になることもある。第1回（4月17日）の前までに、ガイダンスビデオを視聴す
ること。これとは別に教員の紹介等を対面ガイダンスで実施する。また、グループ分けのため、第1回の2日前までに履修登録をすること。R8年度以降、実
験科目の再編のため、本科目は廃止になる可能性があります。

対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

2.生物資源学(農学)に批判的・創造的思考力、4. 農林生物学を取り巻く様々な国際的問題を解決するために、技術がどのように貢献できるか問題意識を持
つ。6.生物資源学(農学)に関する協働性・主体性・自立性

授業の到達目標(学修成果)

農林生物学に関連する資源生物の形態、生理、生態学を研究するための実験技術を体系的に実習すると共に、実践的な実験を通して得られた結果の解析手法

や基盤となる専門知識について共同実験者と協働し主体的に自立的に体系的に学修する。また、得られた実験データをもとにレポートを作成する過程を通じ

て基盤となる分析・解析手法を習得するとともに批判的・創造的思考力を養う。

専門コンピテンス2 問題意識の醸成力
農林生物学を取り巻く様々な国際的問題を解決するために、技術がどのように貢献できるか問題意識を持つ。

キーワード

生物生産, 資源生物, 生態, 形態, 生理

授業計画

本実験は,代表的な資源生物を観察することから始め,生物生産を行う上で基盤となる資源生物の形態,生理,生態学的なとらえ方を学び,その特性について理解
を深めるための基礎的知識と技術の取得を目的とする．春学期は農林生物学に必要な基礎技術及び解析法について,秋学期はさらに発展させた技術及び研究を
行う上での考え方について学ぶ．

第1回 ガイダ

ンス/
天然基

質から

の菌類

の分離

(培地
作成）

（75
分）

担当： 加藤 盛夫 , 礒田 博子 , 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 福田 直也 , 上條 隆志 , 清野 達之 , 古川 誠一 , 松倉 千昭 , 瀬古澤 由彦 , 川田

第2回 天然基

質から

の菌類

の分離

(1)

担当： 阿部 淳一 ピーター

第3回 天然基

質から

の菌類

の分離

(2)

担当： 阿部 淳一 ピーター

第4回 動物培

養細胞

からの

総RNA
抽出

担当： 高橋 真哉

第5回 資源植

物由来

タンパ

ク質の

担当： 菅谷 純子 , 野中 聡子

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31413/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31413/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31413/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



分離同

定

(SDS-
PAGE)

第6回 資源植

物由来

タンパ

ク質の

分離同

定 (ウ
エスタ

ンブロ

ット)

担当： 菅谷 純子 , 野中 聡子

第7回 野外調

査法

（里山

見学）

担当： 川田 清和

第8回 植物の

DNAメ
チル化

状態の

解析

（１）

担当： 柴 博史

第9回 植物の

DNAメ
チル化

状態の

解析

（２）

担当： 柴 博史

第10回 植物組
織の高

分子化

合物を

見る

担当： 木下 奈都子

第11回 昆虫の
血液の

観察

担当： 古川 誠一 , 藏滿 司夢

第12回 動物組
織の取

扱いと

DNAの
変化

担当： 浅野 敦之

第13回 植物の
DNAマ
ーカー

分（1）

担当： 吉岡 洋輔

第14回 植物の
DNAマ
ーカー

分（2）

担当： 吉岡 洋輔

第15回 卒業研
究に向

けたよ

り高度

で実践

的な実

験-1

担当： 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 岡根 泉 , 浅野 敦之 , 吉岡 洋輔 , 石賀 康博

第16回 卒業研
究に向

けたよ

り高度

で実践

的な実

験-2

担当： 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 岡根 泉 , 浅野 敦之 , 吉岡 洋輔 , 石賀 康博

第17回 卒業研
究に向

けたよ

り高度

で実践

的な実

験-3

担当： 加藤 盛夫 , 礒田 博子 , 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 上條 隆志 , 清野 達之 , 古川 誠一 , 瀬古澤 由彦 , 川田 清和 , 野中 聡子 , 津村

第18回 卒業研
究に向

けたよ

り高度

で実践

担当： 加藤 盛夫 , 礒田 博子 , 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 上條 隆志 , 清野 達之 , 古川 誠一 , 瀬古澤 由彦 , 川田 清和 , 野中 聡子 , 津村



的な実

験-4
第19回 卒業研

究に向

けたよ

り高度

で実践

的な実

験-5

担当： 加藤 盛夫 , 礒田 博子 , 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 上條 隆志 , 清野 達之 , 古川 誠一 , 瀬古澤 由彦 , 川田 清和 , 野中 聡子 , 津村

第20回 卒業研
究に向

けたよ

り高度

で実践

的な実

験-6

担当： 加藤 盛夫 , 礒田 博子 , 菅谷 純子 , 阿部 淳一 ピーター, 福田 直也 , 上條 隆志 , 清野 達之 , 古川 誠一 , 松倉 千昭 , 瀬古澤 由彦 , 川田

春AB(第1回から第10回)および秋AB(第11回から第14回) では農林生物学の基礎的技術と解析法を習得するため、受講生全員が下記の実験課題に取り組
む。秋ABの第15回以降は、卒業研究に近いより実践的な実験に取り組む。秋ABの第14回までに卒業研究に取り組むために配属される研究グループに所属す
る教員と相談して実施する。

第1回の前までに、ガイダンスビデオを視聴すること。これとは別に教員の紹介等を対面ガイダンスで実施する。

履修条件

「農林生物学基礎実験」を履修しておくことが望ましい。

成績評価方法

原則全て出席の者を評価の対象とし、各実験後に提出されたレポートをもとに担当教員ごとに評価する（100％）。評価には、授業への参加度・積極性を加
味する。また担当教員は提出されたレポートについてmanabaを通じてコメントを返しフィードバックを実施する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

各実験に関する内容を関連専門書等で予習すると共に、実験結果について得られたデータを解析し考察してレポートとして取りまとめる。

教材・参考文献・配付資料等

適宜プリントを配布する。

オフィスアワー等(連絡先含む)

農林生物学実験世話人 野中　聡子 （nonaka.satoko.gt@u.tsukuba.ac.jp）
E-mailでアポイントメントをとって下さい。

野中 聡子 　8:40から18:00まで　（ただし要事前相談）　遺伝子実験センター308号室 029-853-7726
浅野 敦之 　
阿部 淳一 ピーター　生物農林学系棟C404 029-853-4791
礒田 博子 　
http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp/~isoda/index.html
王 寧 　
上條 隆志 　
川田 清和 　10:00-17:00　総合研究棟A510
http://www.u.tsukuba.ac.jp/~kawada.kiyokazu.gu/
康 承源 　生物・農林学系B棟 Sei-No B706 4807
https://kanglabo.wixsite.com/main
木下 奈都子 　
草野 都 　生物・農林学系B棟 代謝ネットワーク科学研究室
https://www.metabolic-network-biology-lab.com/
柴 博史 　
菅谷 純子 　
清野 達之 　八ヶ岳演習林
瀬古澤 由彦 　
高橋 真哉 　
津田 吉晃 　
福田 直也 　
古川 誠一 　.　生物・農林学系C棟 C406 4706
松倉 千昭 　
吉岡 洋輔 　
Ferdousi Farhana 　
岡根 泉 　事前にメールまたは電話にて連絡ください。　生物農林学系棟C405 6687 / 生物農林学系棟E305 4707
藏滿 司夢 　生物農林学系棟C409, E407, 029-853-4806
ロンバルド ファビエン クロード レノー　

その他

「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、
得られた情報は批判的に評価し、責任をもって内容を精査してください。

「農林生物学基礎実験」を履修しておくことが望ましい。

実験に際しては薬品、実験材料による汚染があるので、保護メガネ、白衣、靴(かかとの低いもの、サンダルは着用しない)の着用する。実験の材料、準備な
どの関係により、順番が変わる可能性がある。

http://www.sakura.cc.tsukuba.ac.jp/~isoda/index.html
http://www.u.tsukuba.ac.jp/~kawada.kiyokazu.gu/
https://kanglabo.wixsite.com/main
https://www.metabolic-network-biology-lab.com/


詳細はmanabaを通じて告知する。
連絡等にはmanabaを用いる

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)



日本語  公式版のシラバスを表示

EC31213   森林育成学実験

1.0 単位, 3 年次, 秋AB 木4-6
川田 清和, 上條 隆志, 清野 達之, 津田 吉晃

授業概要

森林を含む生態系の調査・実験・解析方法を学ぶ。農林生物学実験の森林コースと同一内容で行う。

なお,農林生物学実験を履修するものは,本実験を履修することはできない。

備考

「農林生物学実験」（EC31413）を履修するものは,本実験を履修することはできない。EC31293
を修得済みの者は履修できない。

対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

生物資源学に関する体系的な専門知識と、生物資源利用に関する高度な専門的探究ができる能力を修

得する。

１．生物資源学(農学)に関する体系的な専門知識
２．生物資源学(農学)に関する専門の基礎となる教養

授業の到達目標(学修成果)

専門コンピテンス１　体系的な専門知識

森林構造の調査方法、理論を理解する。

野生動物の調査方法、理論を理解する。

専門コンピテンス２　専門の基礎となる教養

環境傾度による植生の変化を説明できる。

キーワード

植生、森林, 野生動物, 森林構造, 野外調査, 自然観察

授業計画

対面で実施する。森林資源育成や生物多様性保全と利用の基礎となる生態学, 植生学,森林科学など
の研究に必要な調査手法, 解析手法, 実験手法について学ぶ。

第1回 ガイダンス・コウモリ調査 担当： 上條 隆志 , 川田 清和
第2回 植生調査 担当： 上條 隆志 , 川田 清和
第3回 植生データの解析 担当： 上條 隆志 , 川田 清和
第4回 筑波山 担当： 川田 清和
第5回 生物多様性調査・環境DNA 担当： 津田 吉晃
第6回 毎木調査 担当： 清野 達之

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31213/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31213/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC31213/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示



第7回 野生動物（小型哺乳類） 担当： 上條 隆志

履修条件

農林生物学実験の履修生を含めて20名を限度とする。

成績評価方法

7割以上の出席者を評価対象とし, 授業理解度と確認テストなどにより評価する（100％）。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

教材・参考文献・配付資料等

オフィスアワー等(連絡先含む)

川田 清和 　10:00-17:00　総合研究棟A510
http://www.u.tsukuba.ac.jp/~kawada.kiyokazu.gu/
上條 隆志 　
清野 達之 　八ヶ岳演習林
津田 吉晃 　

その他

農林生物学実験（EC31413）を履修するものは,本実験を履修することはできない。
詳細はmanabaを通じて告知する。連絡等にはmanabaを用いる。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)

http://www.u.tsukuba.ac.jp/~kawada.kiyokazu.gu/


日本語  公式版のシラバスを表示

EC25143   生物資源生産科学実習II

1.0 単位, 2 年次, 秋AB 木4,5
瀬古澤 由彦, 加藤 盛夫, 松倉 千昭, 王 寧, 福田 直也, 康 承源, 浅野 敦之, 清野 達之, 津田 吉晃,
トファエル アハメド, 安久 絵里子

授業概要

本実習は,生物資源生産科学入門のための基礎的実習科目である。実習はT-PIRC農場と山岳科学セ
ンター筑波実験林で行われ,生物資源生産学の理論と技術を体験的に理解・習得することを通じ,生物
資源生産科学への認識を深めることを目的とする。

備考

(コース共通）農林生物学コース　応用生命化学コース　環境工学コース　社会経済学コース
EC25123を修得済みの者は履修できない。
対面

授業方法

実習･実験･実技

学位プログラム・専門コンピテンスとの関係

農林業現場における作物や家畜および樹木などの管理作業および農業機械の操作体験を通して、関連

する農林業の基本的知識を体系的に学び、生物資源学の基礎となる教養を習得すると共に、生物資源

学の農林業生産現場に関する問題意識を醸成する。

1農学に関する体系的な専門知識、2農学に関する専門の基礎となる教養、3農学に関するICTの活用
力、4農学に関する問題意識の醸成力

授業の到達目標(学修成果)

1農学に関する体系的な専門知識
・農林業の各現場(水田、畑作、果樹、蔬菜、花卉、畜産、樹木、農業機械)における基本的作業の
流れを実践的に体験し、関連する農林業の知識を理解する

2農学に関する専門の基礎となる教養
・農林業の各分野(水田、畑作、果樹、蔬菜、花卉、畜産、樹木、農業機械)における、基本的な作
業の特性を説明できる

・農林業の各分野(水田、畑作、果樹、蔬菜、花卉、畜産、樹木、農業機械)の、食料生産や環境保
全活動における位置づけや役割を説明できる

3農学に関するICTの活用力
・学習管理システム(manaba)使用して、講義資料の取得やレポート課題の提出を行うことができ
る

・スマート農業技術の特性や導入事例を説明できる

4農学に関する問題意識の醸成力
・国内外における農林業の役割について問題意識を持つ

・将来の持続的食料生産農林業技術開発について問題意識を持つ

・環境保全のあり方について問題意識を持つ

https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC25143/jpn/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC25143/jpn/0/
https://kdb.tsukuba.ac.jp/syllabi/2025/EC25143/jpn/0/
taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



キーワード

農作業, 水田・畑作, 畜産, 園芸, 森林, 農業機械

授業計画

本実習は生物資源生産科学入門のための基礎的実習科目である。実習はT-PIRC農場と山岳科学セン
ター筑波実験林で行われ,生物資源生産学の理論と技術を体験的に理解・習得することを通じ,生物資
源生産科学への認識を深めることを目的とする。農林業生産現場に関わる内容を総括的に体験できる

ようにプログラムを編成しており,各回完結型の内容により,様々な分野を網羅している.受講人数が
多数の場合,二班編制として,プログラム内容を受講班毎にずらして実施するが,いずれの班でもシラ
バスで予定している内容は全て体験する.

第1回 水田-2:水稲の収穫
果樹-3:果実の収穫

担当： 加藤 盛夫 , 松倉 千昭 , 瀬古澤 由彦 , 王 寧

第2回 果樹-3:果実の収穫
水田-2:水稲の収穫

担当： 加藤 盛夫 , 松倉 千昭 , 瀬古澤 由彦 , 王 寧

第3回 花卉-2:草花の鉢上げと鉢替え
畑作-2:落花生・サツマイモの収穫

担当： 加藤 盛夫 , 松倉 千昭 , 康 承源 , 王 寧

第4回 畑作-2:落花生・サツマイモの収穫
花卉-2:草花の鉢上げと鉢替え

担当： 加藤 盛夫 , 松倉 千昭 , 康 承源 , 王 寧

第5回 畜産-1：ホルスタインのからだ 担当： 浅野 敦之
第6回 樹木-2:材積測定およびきのこ等の収

穫

蔬菜-2:温室栽培果菜類の管理作業
担当： 福田 直也 , 清野 達之 , 津田 吉晃

第7回 蔬菜-2:温室栽培果菜類の管理作業
樹木-2:材積測定およびきのこ等の収
穫

担当： 福田 直也 , 清野 達之 , 津田 吉晃

第8回 農機-2:管理用小型トラクタと作業機
の取扱

担当： トファエル アハメド , 安久 絵里子

第9回 畜産-2:ホルスタインの体重・体尺測
定

担当： 浅野 敦之

第10回 確認テスト

実習の詳細や変更については、manabaを通じて連絡する。

履修条件

・学生教育研究災害傷害保険(学研災)に加入していること。
・生物資源学類生優先。

・EC25123を修得済みの者は履修できない。
・「生物資源生産科学実習I」(EC25133)を履修していることが望ましい（最新版で変更）

成績評価方法

成績評価は確認テストにより行う（100％）.ただし,出席日数が全体の60%未満であった場合には
評価の対象外とする.なお,確認テストは,実習テキストならびに実習中に解説した内容から出題する
ものとする.また確認テスト（manabaにて実施）については，テスト終了後，manabaにて正解例
を提示する.

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

配布資料を授業開始前にmanabaにて公開するので、前もって予習しておくこと。授業後は資料を
読み返して、授業内容や各作業の意味を理解すること。

taki.mako.gm
ハイライト表示



教材・参考文献・配付資料等

毎回,manaba よりダウンロードの上,各自印刷をして持参する.

オフィスアワー等(連絡先含む)

瀬古澤 由彦 　
加藤 盛夫 　
松倉 千昭 　
王 寧 　
福田 直也 　
康 承源 　生物・農林学系B棟 Sei-No B706 4807
https://kanglabo.wixsite.com/main
浅野 敦之 　
清野 達之 　八ヶ岳演習林
津田 吉晃 　
トファエル アハメド 　

その他

詳細はmanabaを通じて告知する。
・本授業は,各教員は実習のポイントなどを指示し,受講生が各テキスト付録の記録ノート等にその要
点を書き込む形式で進行する.学期末に実施する確認テストは,農業生産に関わる基本的な項目を中心
とした内容となります.
・本実習での服装について,基本的に,ゴム長靴,長袖・長ズボン,かつ作業のできる格好(ジャージ等)
を着用.晴天の場合は帽子など日よけ対策,雨天の場合は雨具等を準備すること.また,作業によって
は,農作業用の手袋の着用をお薦めします.
・更衣室内のロッカーを各自に割り当てますので,実習期間中は割り当てられたロッカーを使用して
ください.
・「教育における生成AI 活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用してください。生
成AIによる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任を
もって内容を精査してください。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー(TF)・ティーチングアシスタント(TA)

https://kanglabo.wixsite.com/main


日本語 V 公式版のシラバスを表示

OANE331里山管理実習

1.0単位， 1• 2年次，秋C集中

飯島大智，）l|田清和

授業概要

匿

本実習では、つくば市内の里山および山岳域や筑波大学内の林および調整池において、フィールドワークに

よって生物種の分布や群集構造と景観の関係を探り、里山を維持・管理することの生態学的な重要性を研

究・評価するプロセスを体験することを目的とする。これらを通じて里山の圭拗多様性評価や、管理・保全

の方法を学び、キャリアに活かすことを目的とする。

備考

定員（10名程度）になり次第受け入れない場合があります。科目等履修生の受入は科目の特性並びに教育機

器等の台数等により人数制限があります。

1/30（金）ー2/2（月）

連携学生の受講可

含野外調査............................ 

授業形態

実習・実験・実技

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎用コンピテンス 1知の活用力、 3コミュニケーション能力、 4チームワーク能力、専門コンピテンス1知識

と技術力、 2問題解決能力、 3連携及び自己表現能力、 4リーダーシップ能力

授業の到達目標（学修成果）

汎用コンピテンス1、3、4：里山の生物多様性のについて学んだ知識を活用して、他の履修生とコミュニケー

ションをとり、各々が協力して里山の生物多様性を維持・管理を達成する方法を習得する。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

専門コンピテンス1、2、3、4：里山の生態系の成り立ちゃ，生物多様性の評価方法について知識と技術を学

ぶ。野外によるデータ収集結果から、里山にどのように人手を加え、維持することで高い生物多様性を維持

できるかを科学的に探究する能力を養う。またこれらを通じて、里山の生物多様性保全を指導する能力を養

ぅ。

キーワード

里山，外来種管理， 野外調査，薪炭林・竹林管理，ため池管理

授業計画

学内の林や調整池，つくば市内の山岳域を主として野外での調査を実施し，大学において取得データの解析を

実施し、里山の生物多様性を評価する。.................................... 
実施時期：1/30-2/2

第1日実習ガイダンス、安全講習、山岳科学センター筑波実験林における竪堡．豊套

第2日つくば市の山岳域における野外調査

第3日つくば市の農地・里山域における野堡聾套．

第4日データの集計と解析

別途小論文を実施。

履修条件
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定員10名。定員を超過した場合、履修制限することがある。学研災に加入のこと。

成績評価方法

6割以上の出席者を評価対象とし、小論文を課してその成績で評価する。

学修時間の割り当て及び授業外における学修方法

身近な自然に目を向ける。里山や生態学に関連する研究分野の書物や論文を適宜購読し、内容を理解して批

評を行う。他の参加者と討論を行う。

教材・参考文献・配付資料等

参考文献

1.人と生態系のダイナミクス2森林の歴史と未来．朝倉書店

2.人と生態系のダイナミクス1農地・草地の歴史と未来．朝倉書店

3.里山の環境学、東京大学出版会

オフィスアワー等（連絡先含む）

総合研究棟A508 

i ijima.da ich i. g m@u. tsu ku ba. ac.j p 
029-853-707 5 

訪問の際は事前にメールまたは電話で連絡すること。

飯島大智iiji ma. da ich i. g m@u. tsu ku ba.ac.j p 
川田清和 10:00-17:00

総合研究棟

AS 10 kawada. kiyokazu.g u@u. tsu ku ba. ac.j p http ://www. u. tsu ku ba.ac.j p/~kawada. kiyokazu. g u/ 

その他（受講生にのぞむことや受講上の注意点等）

野外調査でつくば市の中心街からは離れます。雨や雪が降れば、足元は泥だらけになる場合があり、汚れる

ことを前提とした服装が必要になります。また、低温での調査になる可能性が高いので、暖かい服装(2日目

の登山中には暑くなりますので、脱ぎ着できるように重ね着を推奨します）を用意してください。多少の雨や

雪でも実施するのでレインウェアも必要です。野堡調査の具体的装備は下記を参照してください。

野外実習向けの服装と装備：長袖長ズボン、丈夫な靴（登山靴やトレッキングシューズが理想）、レインウェ

ア、防寒着、帽子、タオル、飲物等。一般の授業に必要な用具は当然持参すること。

また、「教育における生成AI活用のガイドライン（学生向け）」を参照し、適切に活用すること。生成AIに

よる提案や回答が必ずしも正確とは限らないため、得られた情報は批判的に評価し、責任をもって内容を精

査するように。

他の授業科目との関連

ティーチングフェロー (TF)・ティーチングアシスタント (TA)

山岳科学概論B、自然遺産論などを履修するのがのぞましい。



菅平菌類相調査

1.瀑bgr“°”ofMyeglo釘•
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2025年後半 (2025.7.16更新）

2024年4月より始めた菅平実験所の菌類相調査を本年度も実施します。菅平高原は本州中

部山岳地帯の標高1300mの高原に位置し、約35haの敷地内に豊かな自然環境が保全され

ています。 1934年に開所して以来、動植物に加えて菌類の多様性や生態学の研究が進め

られてきましたが、 2033年の100周年に向けて10年間の調査を継続したいと考えていま

す。菌類の多様性は多くが未知のままで、学名が与えられている種は推定総種数の1割に

も満たないと言われています。そこで、現在までに記録されてきた菌類多様性のデータベ

ース化を進めるとともに、毎月 1~2回程度の調査を続けて菌類の多様性を解明に取り組

みます。 2025-2026年度の2年間は幸い、公益財団法人発酵研究所2025年度大型研究助

成申請「フィールド菌類園一天然のカルチャーコレクション一構築のための菌類インベ

ントリー調査」の採択を受け、本調査を進めることが可能になりました。この支援を受

けて、野外調査に加え、可能な範囲で、分離培養とバーコーディング領域の塩基配列決

定、系統解析も実施していく予定です。また、 2年内に10回程度、特定の菌群の専門家を

お招きして菌類の分類ワークショップを開催します。

本調査は菅平菌学研究室および菅平ナチュラリスの会・菌類班のメンバーで進めていき

ますが、興味のある方にも参加協力いただきたいと思っております。参加希望の方は出川

までメール (degawa@sugadaira.tsuku ba.ac.jp)にてご連絡を頂けると幸いです。調査
成果や書連絡はMicrosoftTeamsの「菌類相調査」のTeamで共有しますので、 Teamsへの

アクセスを希望される場合は出川までお知らせください。

月例菌類相調査は 9:30~16:00頃、実習実験室、または夏季実習中と重なる場合には講義

室にて実施します。午前11時ぐらいまで、樹木園およびその他エリアのフィールド観察、

昼食休憩後、午後から採集物の写真撮影、顕微鏡観察、顕微鏡写真撮影、分離培養、

DNA抽出作業、標本作成の流れとなります。「変形菌の日」は、主に屋内で標本を持ち寄

って顕微鏡観察による種同定をします。 (YD)

年間計画

菌類相調査は 10:00~16:00、実習実験室、または夏季実習中は講義室にて実施します。

午前、樹木園およびその他エリアのフィールド観察、
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昼食休憩後、午後から顕微鏡観察、写真撮影、標本作成

年間調査予定

日程は、変更となる場合があり決まり次第、修正、周知していきます。

【2025年】＊を付けた日は2F講義室等変則（実習実施中のため）、他は全て実習室

8月4日（月）月例調査・ 5（火）微小菌調査・ 6（水） ＊植病調査・ 20（水） ＊変形菌調

査

9月11日（木） ＊月例調査＋植病調査・ 12（金）＊変形菌調査・微小菌調査

10月2日（木）硬質菌ワークショップ (9/30（火）ー10/3（金）服部先生硬質菌調査）

10月10日（金）月例調査・植病調査・ 29（水）変形菌蓼科調査 (10:00女神湖集合）

10月11日（土）ー12日（日）関東支部フォーレ（群馬）

10月18日（土）ー19日（日）地衣学会観察会（小諸浅間）

11 月 6日（木）月例調査・ 17日（月）変形菌調査・ 17（月）—23 （日）の週植病ws予定

12月10日（水）変形菌調査

12月12日（金）月例調査

12月15日（月）変形菌調査

【2026年】

1月9日（金） ／ 1月19日（月） ：標本整理・塩基配列決定・系統解析等室内作業

2月6日（金） ／ 2月16日（月） ：標本整理・塩基配列決定・系統解析等室内作業

3月13日（金） ／ 3月23日（月） ：標本整理・塩基配列決定・系統解析等室内作業

不定期の調査関連行事

定期的な月例調査以外に、今年度、不定期の調査や、菌学関連行事がいろいろ予定されて

います。主催団体が異なっていますので、各回、 WEBで詳細情報を確認して頂き、必要

に応じてお申込みをお願いします。

2024年4月1日現在版

2024年

他所 4月20日（土）日本菌学会関東支部会年次大会＠東京農業大学

https://www.mycology-jp.org/~kb-msj/news/kbmsj_ news240318. html 

菅平 4月26日（金） ～28日（日）松毬生菌類・融雪生菌類調査会 興味のある方は出川
までメールでお問い合わせください。

他所 5月12日（日） ？小諸市読書の森 味噌に関する行事（詳細未定）

他所 5月17日（金） ～19日（日）日本菌学会第68回大会 ＠ 八戸工業大学
https://sites.google.com/view/msj68 

菅平 6月1日（土） online• 2日（日）実地 筑波大学公開講座 5月1日より申し込み開

始 https://www.tsukuba.ac.jp/images/58a48601cfa84ba68c509151 Of83f4bb.pdf 

菅平 6月21日（金） ～23日（日） 日本菌学会関東支部会ワークショップ「大型菌類’き
のこ＂の分類に関する講義と実習」講師慶応義塾大学糟谷大河先生 近日中に広報予定

https://www.mycology-jp.org/~kb-msj/i ndex. html 
他所 6月20日（木）上田市市立博物館 身近な菌類に関する講座

菅平 6月30日（日）森フェス詳細未定発酵関係

筑波 7月27日（土）大学説明会



他所 8月11日（日） ～15日（木）国際菌学会IMC12＠オランダ https://imc12.org/ 
他所 9月29日（日）日本菌学会フォーレ＠奈良矢田山

菅平 10月4日（金） ～6日（日）関西菌類談話会調査＠菅平

Xに接続する

概要Iプライバシーポリシー Iサイトマップ

ログイン

あなたもジンドゥーで無料ホームページを。無料新規登録はhttps://jp.jimdo.comか

ら
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令和5年度に採択された研究課題の調査が今年度も引き続き実施された。
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山岳科学センター菅平高原実験所にて開催
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2025年10月18日(土)
参加者募集

花の百名山　根子岳

電　話　0268-72-2655　真田中央公民館
メール　skyoiku@city.ueda.nagano.jp
①お名前、②住所、③電話番号をお伝えください

10/9締切

場所：長野県上田市菅平高原　根子岳

午前8時半集合～午後3時半頃帰着予定

第 8 回 　 笹 刈 り イ ベ ン ト

集合場所 菅平高原55番グラウンド

対　象 登山ができる体力をお持ちの方

持ち物 飲み物、昼食、軍手、雨具、防寒着、登山用
の靴、刈払機（お持ちの方のみ、ゴーグル等
の安全装備をお持ちください。燃料とチップ
ソーはご用意致します。）鎌は貸出します。

申込方法

主催：根子岳・四阿山保全協議会、菅平牧場（株）
共催：筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所、NPO法人やまぼうし自然学校、NPO法人信州草原再生、上田市、真田中央公民館

ミニレクチャー
～先駆樹種による草原の森林化～

津田吉晃先生　筑波大学山岳科学セン
ター菅平高原実験所准教授

地元食材を使った
振る舞い汁
作業終了後にご提供
します。

集合場所はこちら

刈払機の方へのチップソーの配布は8時頃から行ないます

作業内容 笹刈り（刈払機または鎌）、熊
手で刈った笹の整理、登山者
の安全確保のいずれかを担当
いただきます。初めての方で
もご活躍いただけます。

ねこだけ

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



 
 
 
 

taki.mako.gm
ハイライト表示



 
 
 

 

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



 
 
 

 

taki.mako.gm
ハイライト表示

taki.mako.gm
ハイライト表示



 

山岳科学センター筑波実験林で実施された。
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